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中南米に生息するモルフォ蝶。この青い蝶々
には、清新で自由な精神で飛翔する移住者の
イメージが重なり、資料館では、われわれを
いろいろな移住地にいざなうナビゲーターの
役割を果たしています。

表紙写真

横浜移住斡旋所

海外移住の歴史コーナー
展示風景

書生コーナー
展示風景

最後の移民船
“にっぽん丸”

川瀬家の
携行品
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は
じ
め
に

はじめに

日本人の海外移住の歴史は、1866（慶応 2）年、江戸幕府が海外

渡航禁止令を廃止した時にはじまり、すでに 100年以上の年月を

重ねてきました。現在海外で生活する移住者とその子孫の日系人

の数は 250万人となっています。遠く海を渡った多くの日本人は、

生まれ育った日本とはまったく異なる社会や文化の背景を持つ

人々とともに、移住先国で新たな社会と文明づくりに参加し、よ

き市民として確固たる地位を築き、地域の社会、経済、文化の発展

に大きく貢献してきました。

当資料館では海外移住者を、新天地で新たな文明形成に参画し

たいわば「国際協力の先駆者」ととらえ、資料、文献、写真等の展

示をとおして彼らの歩んだ道を日本人の歴史の中に正しく位置づ

けることをめざしています。

戦後、主に中南米への移住事業を担ってきた JICAは、移住者

たちの足跡や役割について多くの人々に伝え、理解を深めてもら

いとくに若い世代の人々に地球市民として、一人ひとりが移住者

からのメッセージを受け止めていただきたいとの思いから、中南

米とハワイを含む北米を主たる対象としてこの海外移住資料館を

JICA横浜に併設しました。

「われら新世界に参加す」を基本テーマとして 2002年 10月に開

館した当資料館は、今後とも、多くの人々が海外移住者と体験を

共有できる場所として、また世界中で活躍している移住者やその

子弟にとっては、心のよりどころとして親しんでいただくことを

目指して参ります。

最後になりましたが、今日に至るまで各種ご尽力を賜りました

内外の関係者、関係機関・団体に、あらためて心よりお礼申し上

げます。

2004年 3月

海外移住資料館長
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【凡例】

 1．　本書は、2002年10月に開館した JICA横浜海外移住資料館の常
設展示を、その構成に沿って解説し、主要な展示資料を写真等で
紹介する「展示案内」である。

 2．　解説文、年表は基本的に展示場における解説パネルおよび年表
を再掲しているが、一部加筆、削除した部分もある。

 3．　表記は、平易な日本語を用い、漢字は新字体としたが、歴史部
分の記述における固有名詞等については一部この限りではなく、
難解な語句にはルビを付すこととした。

 4．　外国の国名、地名は外務省の現行表記法によっている。
 5．　年代の表記は、導入展示および海外移住の歴史部分では西暦と
元号を併記し、その他においては原則として西暦を使用した。

 6．　解説文の執筆は、巻末に記した展示監修者、資料館の関係研究
員がおこない、各稿の文末に執筆者名を記した。

 7．　海外からの寄稿を6篇掲載した。ポルトガル語、英語で提出さ
れたものは資料館において日本語に抄訳した。

 8．　資料・写真・アーカイヴ類の本書への使用に際し必要なもの
については版権処理の手続きをおこない、巻末に版権所有者・機
関等一覧表として掲載した。

 9．　資料館設立準備段階からの資料、情報その他各種協力の提供
者・機関・団体名一覧は、極めて多数におよぶため本書には掲載
しないが、展示場に設置したファイルによって確認していただき
たい。

10．　本書の編集は海外移住資料館においておこなった。
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展示のねらい

海外移住資料館
前学術委員長

阪田　安雄

近年、とくにこの十年来、日本人の海外出稼ぎや移住について、いろいろな書物が出版

されるようになり、テレビの特別プログラムなどでも取り上げられるようになった。その

結果、より多くの人たちが「アメリカ合衆国に渡った日本移民の足跡」、「北アメリカにお

ける太平洋戦争中の日系人強制退去と収容」、あるいは「ブラジルの日系人」などについて

考えをあらたにしたり、関心を深めるようになったと考えられる。しかし、日本人の海外

移住や海外に暮らす「日系人」と呼ばれる人たちについては、まだ研究されていない課題、

出来事、あるいは事柄が数多く残されているのが実状である。そのため、残念なことに、

誤った歴史上の解釈や見方が事実として信じられていることも多い。

大学における社会科学系の授業で、受講する学生一人ひとりに、まず自己の研究調査の

対象として、ある特定の課題を探し出すよう求めることがある。それは、それぞれの学生

が選んだ課題について、いろいろな観点から質問を繰り返し、その過程で、最初曖昧模糊

としていた研究課題をさらに具体的なものに煮詰めることができるだけではなく、それ

まで受け入れられていた「定説」あるいは「通説」を、検討し直すことが重要と考えられる

からでもある。それは、自分自身の考えや関心をさらに意義あるものに深めていくことに

も役立ってる。

この資料館の展示で取り扱える題材は限られている。また、この資料館を訪れる人たち

の中には、日本人の海外移住の歴史や海外に暮らす日系人の生活や体験について、すでに

豊富な知識や考えをもっている人もおられよう。そのような人たちを含め、来館者が展示

を見ながら、新たな疑問をいだき、考えをあらためることにより、これまでとは異なった

知識をえたり、新しい発見をするようになることが、この展示の大切な目的の一つであ

る。事実、展示の構成もそのような過程をうながすような内容となっている。

来館者の展示場におけるそれぞれの体験が、日本人の海外移住や日系人に関する関心

を高め、知識を深めるきっかけになることが、われわれ関係者の希望である。

本書がその一助として活用されることを切に願っている。
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海外移住の歴史

デジタル移住スペース

日本の中のニッケイ
世界の中のニッケイ企画展示ホール

ガイダンスホール

案 内

ミュージアム
ショップ

われら新世界に参加す

大型三面マルチ映像
「新世界の風景」

「ぶらじる丸」（二代目）の模型

渡航に持参した
茶箱とスーツケース

さまざまな携行品

ブラジルで使用
されていた写真機

カナダのワイン樽で
作られた太鼓ローズ・フェスティバルの野菜山車 「家族のきずな」六世が誕生したハワイのビッグ・ファミリー

新港サークル
ウォーク
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導入展示
ローズ・フェスティバルの野

ベジタブル

菜山
フロート

車
美
お

味
い

しい野菜や果物の栽培、出品した山
フロート

車は「ローズ祭」で一等賞
アメリカ合衆国オレゴン州ポートランド市近郊で農業を営む日本人農家が、

1920（大正 9）年、同市のローズ・フェスティバルに、自分たちが栽培した根菜、
野菜、果物などを使って山

フロート

車を作成して参加し、「産業」Ｂ（動力車で牽
けん

引
いん

）部
門で一等賞を授与された。展示されているのは山車の後半部のレプリカで、前
半部には子豚 2匹が入っている籠が置かれていた。何軒かの日本人農家が養豚
業を営んでいたことがわかる。このパレードに参加したポートランド市近郊の
日本人農家だけではなく、南北アメリカに渡った日本人のな
かには、都市近郊で蔬

そ

菜
さい

や苺などを栽培した人たちがおり、
都市の住民の需要の大部分をみたすようになっていた。一軒
の農家が所有する農地の面積は小さかったが、家族全員が精
出す集約的農業は、品質が優れた商品を早く市場に出荷させ、
都市の消費者を喜ばせることができた。日系人史研究者たち
は、アメリカにおける日本人移住者の農業の分野における貢
献を、高く評価している。 （阪田　安雄）

1.　ローズ・フェスティバルの野菜山車　縮小複製
当時の映像・写真資料と現地での聞き取り調査をもとに再現。
屋根の一方がアメリカ国旗を模しているので反対側の屋根に
は日本国旗があったと推定される

2.　ビデオ映像の一画面　模型のもとになった



9

海
外
移
住
の
歴
史

n 第Ⅰ章 n

海外移住の歴史

3.　南米への移民船「ぶらじる丸」
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世界移住マップ
人類の歴史は移住の歴史でもある。人類誕生以来、人々は故郷を離れ
新天地を求めて移動し、幸福の地を見つけては定住した。この営みの繰
り返しによって人類は地球全体に拡散する。拡散した地球上の各地に
社会と文化が築かれ、新しい文明がうまれる。日本人の海外移住も人類
の移動の一翼を担う。自由で勤勉な精神を高い技術が支えて、多くの日
本人が世界の人々と共に人類の移動の歴史に参加したのである。
世界移住マップ（Migration Geographic System）は、GIS（Geographic 

Information System、地理情報システム）上に、歴史・地理・社会・政治・
文化等に関するマルチメディア・データを重ね合わせて、人類の移住
の歴史と移住による文明の構築をダイナミックに表現する情報表現シ
ステムである。世界移住マップを構成する各ステージは、人類の移動か
ら日本列島の形成､ 地中海やアラビアでの移動、アメリカの奴隷貿易、
産業革命と奴隷解放、戦前の日本の人口移動、戦後移住、技術移住から
未来の移住へと続く。世界移住マップを通じて、約 700万年といわれる
人類移動の歴史を地理的な広がりとともに理解し、その上に築かれた
社会や政治制度などの人類の不可視な営みを可視的に実感することで、
移住の意義を考える一助となることを期待する。

（山本　匡・福田　直毅）

第Ⅰ章　海外移住の歴史

4.　世界移住マップの一画面
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◆情報展示としてのシステム解説
世界移住マップの画像はプロジェクタから直接に
壁面に投影されている。本システムでは、時間軸に
沿って移住に関する情報表現が展開するオートモー
ドと、非接触型三次元操作系を用いて来館者が各時
間ステージを任意に選択できるマニュアルモード
の、ふた通りの操作モードが実装された。三次元操
作装置では、青いモルフォ蝶と地球が人類の移住と
自由な精神のシンボルとして浮かび上がる。この立
体イメージに手をかざすことで 7つのステージの
選択を行う。各ステージでは、CG動画、資料写真、
解説が次々と世界地図上に展開する。

（山本　匡・福田　直毅）

6.　世界移住マップコーナー展示風景
手前の3台の空間プロジェクタで操作
を行い、選択された情報コンテンツが
壁面に投影される

5.　世界移住マップコーナー空間プロジェクタ
空間プロジェクタの前に立つと地球とモルフォ蝶の画像
が空中に浮かんで見える
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都道府県別移住者統計

  1,445～  10,000人

10,001～  30,000人

30,001～  50,000人

50,001～109,893人

このデータは、1885年から1894年、1899年から1972年の間
における都道府県別出移民数をまとめたものである。前者
は、阪田安雄氏、後者は石川友紀氏の研究成果に基づいて
いる。

都道府県
北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
山　梨
長　野
新　潟
富　山
石　川
福　井
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　囗
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

移住者数
26,874
2,520
3,499
8,667
3,583
5,105
28,479
2,959
1,603
3,597
1,880
2,634
12,066
9,778
4,959
6,741
16,523
3,415
2,359
6,389
3,488
10,189
8,455
6,528
13,453
2,155
8,564
9,380
1,445
32,853
4,493
3,177
21,760
109,893
57,837
1,869
4,885
10,496
11,732
57,684
10,473
23,129
76,802
4,533
3,544
16,597
89,424

移住者統計
「移民の国」として知られているアメリカ合衆国では、いわゆる「移
民統計（Immigration Statistics）」は、1819年以降、連邦政府機関（国
務省、連邦統計局、移民局）へ報告された合衆国へ渡航し入国した外
国人の実数が基本となって集計されたものである。一方、日本から
海外諸国へ渡航あるいは移住した日本人に関しては、出国地、すな
わち戦前では横浜、神戸、あるいは長崎などの港における出国者の
調査・報告は行われていない。日本における「移住者統計」の基本と
なっているのは、日本からの海外渡航ならびに移住が始まった 1866

（慶応 2）年以降、幕府および日本政府の取り締まりの基本となって
いた「旅券制度」に基づき、外務省が集計した「海外旅券発行者数」
である。
ここに示されている統計は、『大日本帝国統計年鑑』ならびに『府
県別統計年鑑』に報告されている「海外渡航者数」から集計されたも
のであるが、その基本となっているのは外務省の「海外旅券発行者
数」である。したがって、日本における「移住者統計」から海外へ移
住した日本人の正確な実数は知り得ない。旅券の発行を申請しその
交付を受けた人すべてが日本を出国したとは判断されないし、また
旅券規則によれば一時帰国し、長期日本に滞在した「移住者」は、移
住地へ帰る（再渡航）際には、新しい旅券の交付を申請しなければな
らないことになっているため、移住者統計にはそのような移住者の
数が重複して記録されることになる。
日本の移住者統計は完全なものではないが、この展示パネルから
分かるように、日本からの海外移住の一つの特徴となっている「地域
性」、すなわち「移民県」と呼び称されている県に海外移住者が集中
していること、などの海外移住の傾向や趨勢を検討、考察する重要
な手がかりとなる大切な資料となっている。 （阪田　安雄）
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富　山
石　川
福　井
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　囗
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

移住者数
26,874
2,520
3,499
8,667
3,583
5,105
28,479
2,959
1,603
3,597
1,880
2,634
12,066
9,778
4,959
6,741
16,523
3,415
2,359
6,389
3,488
10,189
8,455
6,528
13,453
2,155
8,564
9,380
1,445
32,853
4,493
3,177
21,760
109,893
57,837
1,869
4,885
10,496
11,732
57,684
10,473
23,129
76,802
4,533
3,544
16,597
89,424
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時代区分
歴史を語る場合まず第一に考察しなければならないのは、その歴史
の舞台となっている時代の背景と、その時代における歴史の流れをど
のように把握し、対象となる時代をどのような基準に基づき、分析・論
考しやすい部分に区切るかということである。そのような区分の仕方
は、歴史を書く人の判断─客観的あるいは主観的─に基づくことが多
く、歴史の流れに大きな変化をもたらした画期的な事件や出来事、たと
えば明治維新あるいは日露戦争の勃発、を重視する時代区分は、客観的
な判断に基づくものの例として挙げられよう。その一方、北アメリカへ
渡航しその地に滞在した「移住者」である一世が書き残した多くの「在
米日本人史」に見られる時代区分は、一世自身の視野の狭い、限られた
実体験、あるいは判断や見解を取り入れているものが多い。「出稼時代」
と「定着時代」、あるいは「書生、水夫密航時代」、「移民会社時代」、「自
由移民時代」などの時代区分が、それらの例と見なされよう。そのよう
な時代区分では、歴史的事実より移住社会のロマンや希望的な展望が、
移住者の語り継ぎたい「歴史物語」の筋書きとなっていることが多い。
海外移住資料館の歴史展示の時代区分では、総括的な移住の歴史的
研究で重視されなければならない、国際的な時代背景─たとえば日米
両国の歴史の流れを重視した客観的な判断─に基づくものとなってお
り、5つに区分されたそれぞれの時期では、個々の区分を特徴づける一
連の歴史的事件や推移ではなく、始まりとなった歴史的事態、出来事を
象徴として強調している。またこの時代区分では、北米や南米という地
域的な違いより、日本人の海外移住を総括的に捉え、幕末から明治にか
けてのまだ発展途上国としての日本からの海外移住と、日露戦争以降、
日本国民がアジアの列国、さらに「先進工業国」としての自覚を高めて
いく「日本帝国」からの海外移住の流れ、さらに戦後の「敗戦国」として
の日本からの海外移住を、歴史的持続性を重視する一つの流れとして
考察しようとしている。 （阪田　安雄）

7.　海外移住の歴史コーナー展示風景
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Ⅰ期　海外渡航のはじまり
向
こうごごめんのいんしょうあいわたすべくそうろう

後御免之印章可相渡候
1866（慶応 2）年 4月 9日（旧暦）、徳川幕府は、「海外諸国へ学科
修業または商業のため相

あい

越
こ

したき志願の者」に「
ごめんのいんしょう［パスポート］

御 免 の 印 章 」
を下付する旨通告した。維新の新政府が誕生する 2年前のことで
あった。後世から見れば、幕府の開国政策を批判する人が多かった
幕末にこのような措置を実施したことは、英断と見なされるかも
しれない。事実、この措置の施行は、幕府が 1639（寛永 16）年以降
2世紀余にわたり「鎖

さ

国
こく

令
れい

」により厳禁していた日本人の海外渡航
をやっと許すようになったことを意味していた。だが、これは幕府
が自己の意志で実行したものではなく、「安

あん

政
せい

通商条約［不
ふ

平
びょう

等
どう

条
約］」締結国の意向を尊重した措置であった。そのため、海外渡航が
許されるようになっても、日本人がこぞって海外に出かけることに
はならなかった。残念なことに、「幕府の英断」を歓迎したのは日本
人自身ではなく、不平等条約の「治

ち

外
がい

法
ほう

権
けん

」条項に保護されていた開
港場に居留する外国人で、彼らは、隣国の「清

しん

国
こく

」同様、日本の開港
場においても日本人労働者を安易に雇用でき、雇い入れた人たちを
自由に海外へ連れ出せるようになることを待ち望んでいた。結果、
「元年者」のハワイ渡航や契約労働者のグアム島への送出のような
不測の事態が生じている。1868 （慶応 4）年に新政権を樹立した維新
の指導者たちは、外国人に雇われる日本人労働者の海外への集団渡
航を、清国開港場における「苦

クー

力
リー

貿易」の例もあることを慮
おもんばか

り、明治
初年の混乱期にはできるだけ阻止しようと努力した。そのような明
治政府の意向を反映し、945人余の契約労働者が「官約移民」として
ハワイ王国へ渡航し始めた 1885（明治 18）年 1月以前に海外へ赴い
たのは、主に留学生、貿易商人、それに外国人に雇われた少人数の
使用人や芸人であった。 （阪田　安雄）

9.　御免の印章　1867年　複製
幕末から明治にかけて発行されたパスポー
トの名称。1869年から「免状」と呼ばれる
ようになり､ 1876年から「旅券」が正式名
称となった

8.　日米修好通商条約　複製
1858（安政5）年6月19日に江戸で調
印された。幕府が安政5年米英仏蘭露の
5か国と調印した「不平等条約」の一つ
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Ⅱ期　海外出稼ぎのはじまり
出稼ぎ延長と高まる排日感情
日本人労働者が最初に集団で海外に赴いたのは、ハワイと北アメリカの
西海岸であった。そして、これら労働者の海外出稼ぎがはじまる前、1883

年頃から「書生」が個人として渡米し、驚異的な産業発展を遂げている「金
ぴか時代」の合衆国で新しい知識や技術を学び取るため､ 合衆国西海岸の
桑
サンフランシスコ

港や王
オーク

府
ランド

などに居住し活動しはじめていた。書生と出稼ぎ労働者は、
ほとんどが若い独身男性であり、ハワイあるいは北アメリカにおいて一時
滞在を意図していた。書生はアメリカで得た知識や技能を持って帰国し日
本で立

りっ

身
しん

出
しゅっせ

世することを夢見ており、労働者は出稼地で稼ぎ貯めた金を携
えて帰り故郷で錦

にしき

を飾
かざ

ることを目
もく

論
ろ

んでいた。この時期の日本人の「海外
移住」が「海外出稼ぎ」に過ぎないといわれる所

ゆえん

以はここにある。
早くに太平洋を渡った書生や出稼ぎ労働者は、当初の目標をハワイやア
メリカ西海岸で達成し、望み通りに母国へ帰ることができたが、なかには
いろいろな事情があり帰国できなかった人もいた。彼らは渡航先で出稼ぎ
期間を延長し、やむを得ずその地に留まっていたが、20世紀初め頃には、
そのような日本人の数が年々増えるようになった。同時に、その頃日本で
は海外出稼熱が高まり、『海外渡航案内』などによる渡米の奨励が盛んに
なっていて、出稼ぎ希望の渡米者の数も激増した。
一方アメリカ合衆国では、1880年代後半から、市民の多くが国策として
移住制限の実施が必要と考えるようになっており、彼らはハワイやアメリ
カ西海岸地域で出稼ぎを延長する日本人一時滞在者と渡米出稼者の増加
を、制限の対象とすべき「好ましからざる東洋移民」の増加と関連づけて
しまった。その結果、合衆国西海岸では「黄

こう

禍
か

」に怯
おび

えるアメリカ人が「日
本人移民排斥」の声を高めるようになった。20世紀初頭には、「日本人のハ
ワイ転航」と 1906年にサンフランシスコで起きた「日本人学

がく

童
どう

隔
かく

離
り

騒
そう

動
どう

」
が日米関係を悪化させる一大要因となり、「日本人移民問題」の根本的解決
が望まれるようになった。 （阪田　安雄）

10.　官約移民労働約定書　1885年　複製 11.　ハワイ行き出稼人に対する広島県知事　鍋島幹の訓告
1893年　複製
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12.　日本人排斥主義者の著書

13.　アメリカ本土への転航を勧めるユーピー鉄道会社の日本人
労働請負業者のちらし　1906年

14.　アメリカ西海岸への転航を勧めるサンフランシスコの日本人労働請負業者のちらし
1906年
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ハワイへの官約移民

1885年から 1894年までの 10年間に、日本とハワイ王国政府間で結
ばれた「移民協約」に基づいて、2万 9千余の日本人労働者が、ハワイ諸
島のサトウキビ・プランテーションで 3年間就労する契約で渡航した。
いわゆる「官約移民」と呼ばれる人たちである。よく「日本人は金儲け
のために海外へ出稼ぎに行った」といわれるが、そんな理由だけで決心
できることではなかった。海外出稼ぎがはじまった頃の日本は、幕末に
開国してから四半世紀しかたっておらず、海外の事情を詳しく知って
いる人は日本にはまだ多くいなかった。その時期に、生まれ親しんだ故
郷と親族、友人に別れを告げて、まだ見たこともない太平洋上の島へ海
を越えて、それまで経験したことのない仕事に就くため赴くことは、非
常な勇気と決断を要する行為であったことが理解されよう。
最初は、日本全国から希望者を募ることになっていたが、広島、山口、
熊本、福岡 4県の農村出身者がプランテーションにおける厳しい労働
に耐えられると、ハワイ移民局などが判断したこともあり、1886年以
降の募集は主にこれらの 4県で行われた。結果、官約移民の 38.1％が広
島県、35.9％が山口県、14.6％が熊本県、7.5％が福岡県出身者、いいか
えると、総数の 96.1％がこれら 4県から応募した人たちで占められる
こととなった。正確な統計はないが、彼らの多くは 10年以内にハワイ
での出稼ぎを終え、蓄えた金を携えて故郷へ帰っているが、40％内外は
ハワイ諸島に留まったと推定される。官約移民終了後は、移民会社や移
民斡

あっ

旋
せん

業者が農村出身の日本人を契約労働者としてハワイへ送った。
（阪田　安雄）

15.　ハワイへの官約移民コーナー展示風景

◆情報展示としてのシステム解説
音声のみによる展示表現も統合情報
展示コンピュータシステムに組み込ま
れて実現されている。デジタル音声処
理を用いて劣化しない明瞭な音声を資
料として提供する。データベースより
データ供給するので音声等の入れ替え
も容易である。このコーナーではハワ
イの日系人の仕事歌である｢ホレホレ
節｣を聞くことができる。個人向けの
ヘッドフォンと多人数向けのスピー
カーシステムがカードで切り替えられ
るように設計してあり、公共情報空間
における静粛性と団体対応の両立をは
かっている。�（山本　匡・福田　直毅）
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書生

1881年頃から、日本人書生が合衆国西海岸のサンフランシスコ湾
わん

岸
がん

地域へ個人で渡航しはじめていた。外務大臣宛の書生の報告書に、1890

年、4千人近い日本人が、桑
サンフランシスコ

港 や王
オークランド

府に居住しており、大部分が書
生である、と記されている。書生の多くは、日本近代化の知的指導者の
勧めに応じて、帰国した際に日本で役立たせることができる知識や技能
を、驚異的な発展を遂げるアメリカで習得するため同地に渡った。しか
し、ほとんどが一銭の蓄えもない貧乏書生であったため、数人が「穴蔵
同様の地下部屋」一室を借りて寝起きし、労働の合間に勉学を続けると
いう苦しい生活を体験した。裕福なアメリカ人家庭で昼間は召使いと
して働き、夜間に学校に通う、いわゆる「スクール・ボーイ」としての
生活は、当時としては恵まれたものといえよう。これらの書生は、桑港
や王府でさまざまな政治的あるいは宗教的団体をつくった。キリスト
教系書生の「福音会」、いわゆる「民権派」書生が設立した「日本人有志
愛国同盟」、あるいは「海外実業会」や「惟一会」に所属する書生が組織
した「遠征社」などが代表的なものである。「日本人有志愛国同盟」は新
聞『第十九世紀』、『自由』、『愛国』を、「遠征社」は雑誌『遠征』を発刊し
た。これら書生の中には、アメリカ滞在中に学んだことや実体験したこ
とを活かし、帰国後日本で活躍した人物がいる。一方、合衆国に留まっ
て、日本人社会の指導者となった旧書生も多くいる。日本人出稼ぎ労働
者がハワイやアメリカ合衆国西海岸で定住する覚悟を決めた際、アメ
リカの事情に精通し、英語に堪能な「居残り書生」が在米日本人社会の
指導者として果たした役割は非常に大きい。 （阪田　安雄）

16.　書生コーナー展示風景
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Ⅲ期　定住移民（移殖民）のはじまり
門戸を閉じるアメリカ合衆国
日米間の緊張緩和を図り、両国間で外交上の懸案事項となっている

「日本人移民」に関連する諸問題を解決するため、1906年 11月から翌
1907年 2月にかけて、のちに「紳士協約」として知られるようになる、
11の覚書に両国政府代表が調印した。この協約に基づき、ルーズベル
ト大統領は、1907年 3月、行政命令 589号を発し、日本政府が発行する
ハワイ行き旅券を所持する日本人労働者のアメリカ合衆国本土の港で
の上陸を禁止した。
両国政府は交渉を更に継続し、1907年 11月から翌 1908年 2月にか
けて、「紳士協約」条項の実施を促進するための 7つの「補足覚書」に調
印した。日本政府は、1908年 2月、労働を目的としハワイおよび合衆国
本土へ渡航を望む日本人への旅券交付を、同地域にすでに在住してい
る日本人が呼び寄せる親族を例外として、自主的に停止することを約
束した。その結果、太平洋を渡って北アメリカに赴く日本人の数は激減
した。
だがその後も、日本人排斥主唱者は日本人移住者にたいする非難や
攻撃を続け、合衆国西海岸におけるアメリカ人の日本人に対する排斥
感情は鎮静する兆しを見せなかった。独身者にとって深刻な事態であ
る「写真結婚禁止」、更に定住をめざす一世の経済的基盤を覆

くつがえ

す「外国人
土地法の制定」など、アメリカに在住する日本人の生活や将来に直接影
響をおよぼす、さまざまな出来事が矢

や

継
つ

ぎ早
ばや

に発生した。さらに 1924

年には、合衆国連邦議会が制定した「出身国別移民割
わり

当
あて

法」に、合衆国
帰化法では日本人が「帰

き

化
か

不
ふ

能
のう

外国人」と裁定されていることを根拠と
して、日本人の移民としての合衆国への入国を認めない条項を挿入し、
日本人の合衆国への移住を全面的に禁止した。この法律が日本で「排日
移民法」と呼び称されている所

ゆえ ん

以はここにある。 1885年の官約移民の
ハワイ王国への渡航ではじまった、太平洋を渡る北アメリカへの日本
人移住の歴史の幕は、ここで下ろされることとなった。 （阪田　安雄）

17.　「排日移民法」通過への反響　青年教育会決議　1924年4月28日
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所有
現金借地
歩合耕作
請負耕作

（エーカー）
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（エーカー）
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50,000

0

ヴァカヴィル サクラメント フレスノ 南カリフォルニア 合　計
（年） （年）

18.　カリフォルニア州における日本人の農地使用データ

このデータは、深　豊幸氏が『日米年鑑』第9号（日米新聞社､大正2年）より作成

■ カリフォルニア州における日本人の農地使用データ

1890年代には多くが出稼ぎ季節労働者でしかなかった日本人は、1900年代後半から1910年代にか
けて、農地を所有、借地し定着しはじめるようになった。この現実は、日本人には誇りとなったが、日本人排
斥を唱えるアメリカ人には、「白人農家の生活を脅かす危険な現実」に思えた。そのため、日本人排斥論者は、
こうした統計上の数値を巧みに操作し、アメリカ人の排日感情をあおり立てるのに用いた。
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南米へ向かう国策移民

北アメリカで排日気運が高まりはじめた 20世紀初頭に、日本におけ
る海外移住熱は異常な高まりを示すようになっており、日本政府は北
アメリカ以外の地域を対象とした移殖民送出を勘案するようになった。
最初は、アメリカ合衆国に隣接するメキシコや、南アメリカ西海岸の
ペルーなどへの移住が企画実行されたが、初期の段階で計画は頓

とん

挫
ざ

し
た。最終的には、当時の日本政府当局者がもっとも条件が整ったと判断
した、南アメリカ大西洋岸のブラジルが北アメリカの合衆国および英
領カナダにかわる日本人の移住先として選ばれ、1908年 4月に神戸港
を出発した「笠戸丸」に乗船した 781名の日本人移住者のブラジルのサ
ントス港到着により、南アメリカへの日本人の移住がはじまった。第一
次世界大戦中（1914─ 1918）、日本は一時的な経済的繁栄を経験するが、
戦後には景気が後退し、農村部では不況が慢性化していた。このような
国内事情を反映して、政府は農村からの南アメリカへの移殖民の送出
を、国内問題解決の重要な一策として重視するようになった。合衆国が
1924年にいわゆる「排日移民法」を制定して日本人移住者の入国を全面
的に禁止した翌 1925年からは、ブラジルへ移住する日本人の数は急増
しはじめた。1908年の「笠戸丸」の出発から、1941年に日本を出発した
戦前最後の移住者輸送船「ぶえのすあいれす丸」のブラジルへの航海ま
での 33年間に、延べ 18万 8千人余の日本人が移殖民としてブラジル
へ送られた。彼らの 3分の 2にあたる 12万余が、1925年から 1941年
までの 16年間に、ブラジルへ渡っている。太平洋戦争の勃発は、日本
人の南アメリカへの移住を一時中断することになった。
ブラジルへの移住の特徴は、その多くが家族移住者であったことで
ある。単身移住者もいたが、それは全体の 6％に過ぎなかった。当初は
コーヒー農園などで､ 馴れない苛酷な農作業に従事し、苦労したが、辛
抱づよく移住地における経済的および社会的基盤を築いていった。
（阪田　安雄）

19.　アリアンサ移住地コーナー展示風景
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合計額 9464円75銭

■ 在ブラジル日本人移民の主な出身県別送金額　1918年

アリアンサ移住地

ブラジルでは 1910年代になると、コーヒー農園の労働契約に見切り
をつけ、独立農をめざした人たちによって、日本人だけの「移住地」（自
作農の集団地）がつくられはじめた。そして 1920年代になると、出稼
ぎだけではなく、はじめから定着を意図した移住地が計画されるよう
になる。その典型は、1925年から移住が開始されたサンパウロ州西部
のアリアンサ移住地である。移民たちは長野県、鳥取県、富山県などの
移住組合や民間の力行会の支援を受けて続々と入植しはじめた。そこ
では「コーヒーをつくるより人をつくれ」という高い理想がかかげられ、
森林を伐採し、山を焼き、農業を営んで、定着にむけての努力が必死で
続けられた。 （中牧　弘允）

20.　在ブラジル日本人移民の主な出身県別送金額　1918年

外交史料館蔵「第七回送金目録」　『在外日本人送金送達雑件』第3巻より作成
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Ⅳ期　海外移住の中断
戦時下の海外移住者と家族
真珠湾攻撃にはじまった第二次世界大戦は、日本人の海外移住を中
断させただけではなく、アメリカ大陸に移住していて、敵

てき

性
せい

外国人とみ
なされるようになった日本人とその家族に、大きな犠牲を強いること
になった。北米においては、合衆国本土および英
領カナダの西海岸地区に在住していた人たちが、
戦時下の国家安全保障を理由とする政府の行政命
令により、人里離れた地域に強制退去させられ抑
留生活を強いられた。合衆国では約 11万人、英領
カナダでは約 1万 1千人が強制立ち退きと収容の
対象となった。その結果、日本人移住者と家族が
被った経済的ならびに精神的打撃は計り知れない
ものであった。
第二次世界大戦は中南米に在住する日本人とそ
の家族にも影響をおよぼした。日本人移住者の数
がそれほど多くなかった、メキシコ、エクアドル、
チリでは、敵性外国人となった在住日本人たちを
一定の都市に移させるか、あるいは特定の都市か
ら地方に移住させたが、北米のように行動の自由
を奪うようなことはしなかった。南米で最も厳し
い措置が強行されたのはペルーで、港周辺や特殊
軍事指定地域から、数百人におよぶ日本人移住者
と家族を短期間に強制立ち退きさせた。また、ペ
ルーの日本人社会の指導者と見なされていた 160

人余の日本人は戦争勃発直後官憲に検挙され、後
にアメリカ合衆国に送られて収容所に監禁され
た。
南米で日本人移住者の数が最も多かったブラジ
ルでは、第二次世界大戦の戦局が彼らに直接影響
するようなことはなかったが、ブラジル沿岸にお
ける枢軸国ドイツの対敵行為が、時には憤慨する
大衆のドイツ人商店の掠奪や破壊行為を引き起こ
し、同盟国民である日本人の商店も被害を被った。
また、サンパウロ市や他の州で、在留日本人が特
定の地域から強制立ち退きを命じられ、一部の日
本人移住者は労働力不足が深刻であった奥地の耕
地に農業労働者として送られたこともあった。し
かし、南米では合衆国本土における日本人居住者
の大部分が強制収容されるような事態は起きな
かった。 （阪田　安雄）

22.　日本軍機真珠湾を攻撃『ホノルル・スターブレッティン』号外
1941年12月7日　復刻版

21.　スウェーデン政府発行のパスポート　複製
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23.　西部防衛司令官の強制退去命令の公布広告　1942年（英文）

24.　トパーズ強制収容所風景（版画）
1943年　アメリカ　ユタ州
モノタイププリント　日比松三郎�作
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Ⅴ期　戦後移住のはじまり
変容する日系人社会と再開される中南米への移住
戦時下の体験および日本の敗戦というみじめな現実は、海外に在住する日本人
とその家族に精神的な衝撃をもたらした。その結果、アメリカ市民である日系二
世などは、意識的に親の母国である日本とのつながりや日系二世としてのアイ
デンティティさえも否定しようとした。その一方、日本に親戚や知人を持つ一世
移住者たちの多くは、敗戦で荒廃した祖国日本における日本人の窮状を伝え知
り、「同胞」に援助の手を差し伸べるべく奔走した。「アジア救済公認団体、略称
LARA」を通して日本に送られた、食料、衣類、医薬品、生活必需品、学用品などか
らなる「救援物資」の 20％は、南北アメリカに在住する「日系人」が集め寄贈した
ものと記録されている。
その他、戦後の海外日系人および日本人海外移住に関し、記録に値する三つの
大きな出来事が挙げられる。第一は、日本人の帰化を法律上認めていなかったア
メリカ合衆国で、1952年に新しい移民法が施行され、日本人も帰化できるように
なったことである。一世の平均年齢はすでに 60才近くに達していたが、彼らの多
くが帰化試験講座に通って努力を重ね、試験に合格して晴れて市民権を獲得した。
第二は、日本人の南アメリカへの移住の再開があげられる。ブラジル在住日本
人の努力の結果、日本政府から渡航費が貸付けられた、「辻枠移民」の第一陣 18

家族 54名が 1953年 2月に「サントス丸」でリオに渡り、次いで
「松原枠移民」の第一陣 22家族 112名もオランダ汽船「ルイス号」
でサントスに到着し、南米への移住が再開した。ブラジル以外
に、パラグアイ、アルゼンチン、ボリビア、ドミニカ共和国など
へも戦後の移住者が渡ることになった。これらの諸国への渡航
者には多くの沖縄出身者が含まれている。
第三の戦後において記録されるべき出来事は、北アメリカに
おける日系人強制収容の補償問題の解決であろう。 1988年 8

月 10日、ロナルド・レーガン大統領が補償法案に署名し、同年
9月 22日にカナダ政府も同様に法案への署名を行った。

（阪田　安雄・小嶋　茂）

26.　帰化試験受験のための「問答カード」
帰化試験を受けるには英語の能力がまだ充分でない
一世のために「受験突破」のためのさまざまな「手引
書」が作られた。
アメリカ　カリフォルニア州ロサンゼルス

27.　�帰化試験に合格して市民権取得に際しての
「忠誠の誓い」　複製

25.　日本行慰問品目録　複製
1948年　アメリカ　カリフォルニア州
サンフランシスコ
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最後の移民船にっぽん丸

1960年代までの移民の渡航はもっぱら航路にたよっていた。とくに
南米への集団移住では横浜や神戸を出港する移民船が活躍した。しか
し、空路の発達にともない、移民船は主役の座を追われることになる。
また、1960年代の日本の高度経済成長は、国内での豊かな生活をもた
らし、海外移住を減速させる原因となった。南米への最後の移民船と
なったのは、1973年 2月 14日、285名の移住者を乗せて横浜を出航し
た「にっぽん丸」である。「にっぽん丸」は二代目「あるぜんちな丸」を改
装した客船であり、世界一周クルーズの客も多数乗船していた。ちなみ
に、神戸港からの最後の移民船は、1971年 5月 3日に出航した「ぶらじ
る丸」である。 （中牧　弘允）

28.　横浜移住斡旋所　1956年

29.　日本人移住を記念した刊行物

◆情報展示としての環境情報システム
環境情報システムは、展示表現において主展示資
料の補助的環境情報をマルチメディアデータを用い
て付与するものである。例えば、歴史展示では展示資
料の時代背景や用途、使われ方などを展示資料と一
体的に示すことができる。それによってより立体的
な歴史理解の促進が期待される。本展示では多元分
割画面システムを用いて、主に歴史背景に関する動
画をデータベースサーバより供給し、動画に同期し
て説明画面が流れる。日本語・英語のみならず多言
語に対応する。また、カードを用いた画面の切り替え
も可能である。� （山本　匡・福田　直毅）
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年　表
Ⅰ期　1853─1884
西暦 暦年

1853� 嘉永6年 「黒船」が浦賀に来航、ペリー提督幕府に開国を迫る
1854 嘉永7年 幕府がペリー提督と「日米和親協約」を締結
1856 安政3年 アメリカ合衆国領事タウンゼント・ハリス下田に着任
1858 安政5年 幕府が米英仏蘭露5国と修好通商条約（安政の「不

ふ

平
びょう

等
どう

条約」）を締結
1859 安政6年 幕府は神奈川（横浜）、長崎、函館を開港し条約締結国と通商を開始
1861 文久元年 アメリカ合衆国国務省の「移民統計報告」に記録された最初の「日本移民」はサンフランシスコに1月－3月に上陸した20

～ 25才の男性召使い
1866 慶応2年 幕府は海外渡航希望者に「御

ご

免
めん

の印
いん

章
しょう

」を下付する旨触
ふれ

書
がき

で通告し、留学生ならびに外国人に雇われた召使いや曲芸師など
に印章の交付をはじめる

1868 慶応4年 戊
ぼ

辰
しん

の役
えき

（維新戦争）はじまる
1868 明治元年 アメリカ人ヴァン・リードが居留地神奈川（横浜）で集めた日本人150名余（元年者）を維新政府の許可なしにサンドウィッ

チ島（ハワイ）へ出発させる
同じくヴァン・リードが居留地神奈川で集めた日本人42名を条約国でないスペインの領土グアム島へ送るが、明治政府は
その事実を認知せず

1869 明治2年 日本在住オランダ人ヘンリー・シュネールが約15名の日本人と合衆国カリフォルニア州エルドラド郡ゴールドヒルに「コ
ロニー」建設を計画し挫折する
6月17日付サンフランシスコ『クロニクル』新聞が合衆国へ亡命中の元幕府外国総奉行塚

つか

原
はら

但
たじまのかみ

馬守昌
まさ

義
よし

の消息を伝える記
事を掲載

1870 明治3年 ハワイへ渡った「元年者」のうち60余名が明治政府の許可を得てアメリカ合衆国西海岸へ出稼ぎに赴き40名が日本へ帰還
アメリカ人ガルトネルが日本人250名を合衆国ルイジアナ州でサトウキビの植付けと栽培に雇用するため明治政府に認可
を申請するが、政府は許可せず

1871 明治4年 駐日オランダ公使が外務卿澤
さわ

宣
のぶ

嘉
よし

に日本人兵卒500名を傭
よう

兵
へい

としてオランダ領植民地へ派遣したい旨申し出るが、外務卿
は謝絶

1872 明治5年 横浜で「マリア・ルース号事件」が発生し、明治政府は同船に乗船していた清
しん

国
こく

「苦
クー

力
リー

」を解放して帰国させ、「苦力貿易」反
対の断固たる意志を表明
明治政府は「人

じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

禁止令」を制定し、同時に外国人に雇われて出国する日本人労働者の海外滞在期限を1ヵ年に限定
1874 明治7年 サンフランシスコ日本領事館の報告によると合衆国カリフォルニア州在住の邦人数は男子67名、女子8名、幼児4名
1876 明治9年 佐藤百

もも

太
た

郎
ろう

に率いられた「オーシャニック・グループ」一行5名が合衆国ニューヨーク市で日本生糸や雑貨の直売をはじめ
るために渡米

1880 明治13年 合衆国サンフランシスコ市在住の日本人が、同港に来航した日本海軍軍艦「筑
つく

波
ば

」の乗組員の歓迎会を開催し80名が出席
1882 明治15年 アメリカ合衆国連邦議会が「清

しん

国
こく

人移民法」を制定し、清国人労働者の入国を10年間禁止
1883 明治16年 明治政府が「徴兵令」を改正するが、海外留学中の男子には徴兵猶予を認めたため徴兵逃れの海外留学を希望する若者の数

がこの年から急増
イギリス人ジョン・ミラーが濠

オーストラリア

州トレス海峡の木
サースディ・アイランド

曜島における真珠貝採取に日本人潜水夫を雇用するための許可を明治政
府に申請し、政府が認可

1884 明治17年 ハワイ王国政府は総領事ロバート・アーウィンを日本人契約労働者のハワイ諸島への渡航周旋を目的とする同国政府移民
局代理人に任命
福澤諭吉が『時事新報』に「米国は志士の棲

すみ

家
か

なり」と「移住論の辨
べん

」を掲載して若者の渡米を奨励
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Ⅱ期　1885─1907
西暦 暦年

1885 明治18年 � 1月28日　第1回「ハワイ官約移民」945名が横浜を出発
� 2月　合衆国連邦議会が「契約労働者法」を制定し契約労働者の入国を禁止
12月４日付『官報』によると「米国桑

サンフランシスコ

港および其近傍在住本邦人は557名」
1886 明治19年 � 1月　日本とハワイ王国政府が「移民渡航協約」を締結
1887 明治20年 本年、志賀重

しげ

昴
たか

著『南洋時事』と武藤山
さん

治
じ

著『米国移住論』が「余剰人口」の海外移住を奨励
1891 明治24年 � 3月　合衆国連邦議会が「移民法」を制定し連邦政府移民局を設置

� 4月　サンフランシスコ市発刊の英字新聞が日本人労働者攻撃をはじめる
� 6月　サンフランシスコ市で「大日本人会」が創設される
� 8月　海外移住奨励を目的とする移民課が外務大臣官房に設置される
� 9月　恒屋盛

もり

服
ゆき

が「海外植民論」を出版し日本人の海外発展を奨励
12月　「日本吉

よし

佐
さ

移民合資会社」が設立される
1892 明治25年 � 3月　外務大臣榎本武揚がメキシコ開拓を計画
1893 明治26年 � 1月　ハワイ王国で革命が勃発し2月に王朝が崩壊

� 2月　日本殖民協会が設立され榎本武揚が初代会長に就任
� 3月　合衆国サンフランシスコ教育委員会が日本人学童隔離教育決議を採択するが、同市の大日本人会が抗議し撤回させる

1894 明治27年 � 4月　日本で「移民保護規則」が制定され移民斡
あっ

旋
せん

業者の営業活動を公認
� 6月　「官約移民」のハワイ渡航が終わりいわゆる「私約」移民の渡航がはじまる
� 7月　日英修好通商条約が締結され「不平等条約」が改正される
� 8月　日清戦争が勃発

1895 明治28年 11月　日本とブラジル政府が修好通商航海条約を締結
1896 明治29年 � 1月　「移民保護規則」にかわり「移民保護法」が施行される

� 8月　日本郵船会社がシアトル航路を開設
1897 明治30年 � 5月　榎本武揚がメキシコに日本人労働者34名を入植させる

� 2－3月、ハワイのホノルル港で1,000名以上の日本人の上陸が拒否される
1898 明治31年 � 8月　アメリカ合衆国がハワイを併合し日本政府が強く抗議

� 9月　日本人契約労働者の入国を許可するペルー大統領令が発布
1899 明治32年 � 2月　ペルー行第1回移民790名が出発

11月　ハワイ・ホノルルのチャイナ・タウンで「黒死病騒動」が発生
1900 明治33年 本年　ハワイ行き旅券を所持する日本人労働者のアメリカ西海岸への転航がはじまり、その数が年々増加する

� 1月　沖縄から最初の移住者27名がハワイのホノルル港に到着
� 3月　「偽造旅券」所持者のアメリカ西海岸西北部への渡航が急増
� 5月　合衆国サンフランシスコ市で市民大会が開かれ排日決議が採択される
� 6月　サンフランシスコ市在留の日本人が日本人連絡協議会を創設
� 8月　�日本政府は合衆国西海岸で高まる排日気運に対処するため、合衆国本土と英領カナダへ向かう日本人労働者にたい

する旅券の発行を一時停止
1902 明治35年 � 6月　日本政府は合衆国に在留している日本人親族の呼び寄せ渡航を許可
1904 明治37年 � 2月10日　日露戦争が勃発
1905 明治38年 � 2月　サンフランシスコ『クロニクル』紙が方針を改め日本人排斥を表明

� 8月　サンフランシスコに東洋人排斥同盟が設立される
1906 明治39年 � 4月18日　�サンフランシスコ大地震が発生して大火が市の大部分を壊滅させる、同市在住日本人罹災者は1万人と推定

される
10月　�サンフランシスコ市教育局が日本人学童の清国人学童隔離学校への転学を命じる決議を採択し、即時実施をはかり

「日本人学
がく

童
どう

隔
かく

離
り

騒動」に進展
11月　「学童隔離事件」および「日本人ハワイ転航問題」の解決をはかるための日米政府間の協議がはじまる

1907 明治40年 � 2月　�日本外務大臣と駐日アメリカ大使が前年11月から続けられた交渉で得た合意事項を確認する11の覚書（いわゆる
「紳士協約」）を承認

� 3月　�セオドール・ルーズベルト大統領は「紳士協約」に基づき大統領行政命令を発し、日本人労働者のハワイから合衆国
本土への転航を禁止

� 5月　サンフランシスコ市で暴徒が日本人経営のレストランを襲撃
� 9月　英領カナダのバンクーバー市で清国人および日本人にたいする「暴動事件」が発生
11月　皇国殖民会社社長水野龍がブラジルのサンパウロ州政府と日本人移住者導入契約を締結

30.　シティ・オブ・トウキョウ号 31.　佐倉丸
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Ⅲ期　1908─1940
西暦 暦年

1908 明治41年 � 1月　合衆国サンフランシスコ市で在住日本人が日本人会を設立
　　　��日本とカナダ政府がレミュー協定を結び移住する日本人の数を制限
� 4月　第１回ブラジル行移民781名を乗せた「笠戸丸」が神戸港を出航
本年より合衆国在住日本人親族の呼び寄せと「写真花嫁」の渡航が本格化

1909 明治42年 � 5月　ハワイ・オアフ島のサトウキビ耕地で日本人労働者がストライキに突入
1913 大正2年 � 3月　日本の官民有力者がブラジル拓殖株式会社を設立し移住促進を図る

� 4月　�カリフォルニア州議会は「外国人土地法」を制定し「帰化不能外国人」である日本人農家の土地購買ならびに所有を
禁止

1914 大正3年 � 2月　日本でブラジルへの移住促進のため日本移民協会を設立
1916 大正5年 � 3月　�ブラジル移民組合がブラジル・サンパウロ州のアンツーネス・ドス・サントス会社と日本人移住者2万人を送る契

約を締結
� 7月　日本政府は国籍法を改正し条件付きで二世の日本国籍放棄を認める

1917 大正6年 12月　日本で移民会社を統合し海外興業株式会社（海興）を設立
1918 大正7年 11月　第一次世界大戦が休戦
1919 大正8年 � 1月　第一次世界大戦終結後合衆国で排日気運が再燃

� 7月　日本語学校取締法案がハワイ准
じゅん

州
しゅう

議会を通過
� 8月　ヴェルサイユ平和会議は日本が提起した「人種平等条項」を否決

1920 大正9年 � 1月　ハワイ・オアフ島のサトウキビ耕地で第二次ストライキがはじまる
� 2月　日本政府が「写真結婚者」への旅券交付を中止
11月　�合衆国カリフォルニア州で一般投票により日本人の借地権を剥

はく

奪
だつ

する「外国人土地法」が成立し西部諸州でも同様
の外国人土地法を制定

1921 大正10年 � 7月　合衆国ハワイ准州で外国語学校取締法が施行される
1922 大正11年 � 1月　日本で信濃海外協会が設立され、1924年10月にブラジル国アリアンサに移住地を開設

11月　�合衆国最高裁判所は小沢孝雄訴訟の審査で合衆国在住の日本人が「帰化不能外国人」であることを決定づける判決
を下す

1923 大正12年 � 9月　関東大震災、震災罹災者のうち、ブラジルへ移住する者にたいする船賃補助がはじまる
1924 大正13年 � 5月　�合衆国連邦議会が「帰化不能外国人」の移住を禁じる条項を「出身国別移民割当法」に挿入し、日本人の同国への入

国を全面的に禁止
11月　日本国籍法が改正され二世の国籍放棄ならびに離脱が認められる
本年、日本政府が渡航費を全額補助するブラジル行き移住がはじまる

1927 昭和2年 � 2月　ハワイ准州における外国語学校取締法関係訴訟で連邦最高裁判所が日本語学校側に勝訴の裁定を示す
� 3月　日本で海外移住組合法が制定され、8月に海外移住組合連合会が創設される
12月　ブラジルで日本人移住者がコチア産業組合を創設

1928 昭和3年 � 3月　神戸に国立移民収容所が設立される
� 8月　南米拓殖株式会社が設立され、ブラジルのアマゾン地域への移住を開始
� 9月　日本人移住を促進するためアマゾン興業株式会社が設立される

1929 昭和4年 � 3月　海外移住組合連合会の現地組織としてブラジル拓殖組合が設立される
10月　合衆国で株の大暴落がはじまり「世界大恐慌」時代に突入

1930 昭和5年 � 4月　上塚司が高等拓殖学校を設立し翌年に「高拓生」をブラジルへ送る
� 9月　合衆国で二世が全米日系市民協会（JACL）を結成

1931 昭和6年 � 9月　満州事変が勃発
1934 昭和9年 � 7月　ブラジル政府が「外国移民二分制限法」を公布
1935 昭和10年 本年、パラグアイ政府が日本人移民100家族の入国を許可
1936 昭和11年 � 6月　ペルー政府が「移民および営業制限令」を公布
1937 昭和12年 � 7月　盧

ろ

溝
こう

橋
きょう

事件が発生し日中戦争がはじまる
1938 昭和13年 12月　ブラジル政府が新移民法を施行し、すべての日本語学校を閉鎖
1939 昭和14年 � 7月　合衆国政府が日米通商条約の6ヵ月後の失効を日本政府に通告し、翌年1月に同条約が失効
1940 昭和15年 � 5月　ペルーのリマ市およびその周辺耕地で日本人にたいする掠奪がはじまる

� 9月　日独伊三国軍事同盟が調印される

32.　笠戸丸
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Ⅳ期　1941─1945
西暦 暦年 項　　　　　　　　目

1941 昭和16年 12月�� 日本海軍が真珠湾を攻撃し日米戦争がはじまる
� � 7日� �日米戦争勃発直後合衆国官憲が日本人指導者と沿岸漁業に従事する漁師1,300名を「危険な敵性外国人」と

して検挙拘
こう

引
いん

� � ７日� カナダ政府も日本にたいし宣戦を布告し国家の安全を脅かすと判断される38名の日本人を検挙拘引
1942 昭和17年 � 1月�� 合衆国連邦議会のカリフォルニア州選出議員たちが日本人の強制立ち退きを要請

� � ペルー政府は日本と国交を断絶し、在留日本人のアメリカ合衆国への強制移送を実行
� 29日� ブラジル政府は枢軸国独伊日との国交を断絶し日本大使館および領事館を閉鎖
� 2月11日� �ブラジル政府は枢軸国人の経済活動ならびに利敵行為を防止すると同時に戦災賠償の担保設置を目的とする

敵性国資産の凍結令を施行
� 19日� �ルーズベルト大統領が行政命令9066号に署名して強制立ち退き地域を明示しその地域から日本人を移動さ

せる権限を陸軍に与える
� 20日� 合衆国における日本人の集団立ち退き実施の責任を西部防衛地区の司令官デウィット将軍に委託
� 24日� カナダ政府も内閣令により法務大臣に「防衛地域」から日系人を立ち退かせる権限を付与
� 3月� 2日� �デウィット将軍はカリフォルニア州の西半分、オレゴン、ワシントン、アリゾナ州の南半分を第一軍事地域と

定めることを布告
� � 4日� カナダ政府は防衛地域からの日系人の立ち退き実施を決定
� 18日� �ルーズベルト大統領は戦時転住局（War�Relocation�Authority）を設立し立退者を収容する施設の建設とそ

の管理を委託
� 24日� �デウィット将軍の布告によりアメリカ市民の二世を含む日本人家族全員の午後8時から翌日の午前6時まで

の外出を禁止
� 30日� �公共の場所に軍事地域からの「民間人立ち退き命令」が公布され11万人に及ぶ日本人と家族の強制立ち退き

がはじまる
� 5月�� メキシコ政府が日本に宣戦布告
� 6月�� ミッドウェイ海戦で日本海軍が敗退

1943 昭和18年 � １月14日～ 24日　米英首脳がカサブランカで会談し主要枢軸国が無条件降伏するまで戦闘を継続することを宣言
　　　　　　　　　　スティムソン陸軍長官が志願兵による二世戦闘部隊編成計画を発表
� 5月�� 合衆国政府が戦時動員局を設置
� � 日本で中学生以上の学生の動員（学徒動員）がはじまる
� 7月�� ブラジル政府が海岸地方在住枢軸国民の24時間以内の立ち退き命令を発する
� 8月�� �ハワイで編成された二世部隊「第100大隊」がヨーロッパの戦場に向け出発し、北アフリカのオランに上陸後

第5軍団の第34師団に編入される
� 9月�� 米英軍がイタリアの本土に上陸
� � �第100大隊の二世兵士はオランを出発してイタリアへ向かい翌年6月までの9ヵ月間イタリアの戦場で戦闘

に参加
10月�� 連合国政府はモスクワで外相会談を開催しモスクワ宣言を発表
11月�� 米英ソ首脳がテヘランで会談
� � アメリカ合衆国政府は連合国人である中国人の帰化を認める

1944 昭和19年 � 6月�� 連合国軍がノルマンディ上陸作戦を遂行
� 8月�� 8月21日から10月7日にわたって合衆国ダンバートン・オークスで会議が開催され国連憲章が起草される
本年、� ボリビアのラパス市中心地域に在住する日本人29名がアメリカ合衆国の収容所に移送される

1945 昭和20年 � 2月�� ヤルタで連合国首脳が会談を開催
� 3月�� アルゼンチン政府が日本に宣戦を布告
� 4月�� 米軍が沖縄に上陸
� 4月25日～ 6月26日　サンフランシスコで国際連合設立総会を開催
� 5月7日� ドイツ降伏
� 6月�� ブラジルは日本にたいし宣戦を布告し、パラグアイも日本に宣戦を布告
� � 連合国政府代表が国際連合憲章に調印
� 7月�� 日本に無条件降伏を迫るポツダム宣言が発表される
� 8月はじめ、広島、長崎に原爆が投下される
� � 8日� ソ連が日本に宣戦を布告
� 15日� 日本政府はポツダム宣言を受諾
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Ⅴ期　1946─1999
西暦 暦年

1946 昭和21年 � 3月　ブラジルにおいて勝ち・負け組抗争に関連し勝ち組による暗殺がはじまる
1947 昭和22年 10月　日本で海外移住協会が設立される
1951 昭和26年 � 2月　戦後初の日本汽船「神戸丸」がブラジルのサントス港に到着

� 9月　合衆国サンフランシスコにおいて対日平和条約が調印される
1952 昭和27年 � 4月　対日講和条約が発効し日本人の海外移住が再開

10月　戦前の神戸移住教養所を改修した神戸移住斡
あっ

旋
せん

所が開業
12月　戦後の政府渡航費貸付移住の第一陣として「辻枠」によるアマゾン移民が神戸港を出発
　　　�合衆国連邦議会が「移民国籍法（ウォーター・マッカラン法）」を制定し、「帰化不能外国人」の一世に帰化権が認め

られる
1953 昭和28年 � 7月　ブラジルのマットグロッソ州ドウラードスヘ向かう「松原枠」自営開拓農民がサントス港に到着
1954 昭和29年 � 1月　日本国内の移住業務公的機関として日本海外協会連合会が発足

� 3月　パラグアイ向け計画移住第一陣がラ・コルメナ移住地に向け出発
� 8月　琉球政府の計画移民第一陣がボリビアに入植

1955 昭和30年 � 3月　ボリビア行き移民第一陣「西川移民」が日本を出発
� 7月　外務省に移住局が設置され「移民」の呼称が「移住者」に改められる
　　　日本で海外移住審議会を内閣の諮問機関として移住促進のため設置
� 8月　ブラジルのコチア産業組合が関与する青年移民第一陣が日本を出発
� 9月　日本で移住先国における移住地の造成と耕地分譲を目的とした日本海外移住振興株式会社を設立

1956 昭和31年 � 3月　横浜移住斡旋所が開所
� 7月　ドミニカ共和国行きの計画移民第一陣が日本を出発
　　　日本海外移住振興株式会社のブラジル現地法人としてジャミック（JAMIC）移植民有限会社が設立される
� 8月　日本とボリビアが移住協定を締結
11月　日本で全国農業拓殖協会組合連合会が創設される

1957 昭和32年 � 5月　ボリビアのサンファン移住地に向け計画移民第一陣が日本を出発
1959 昭和34年 � 2月　アルゼンチン向けの計画移住第一陣が日本を出発

� 7月　日本とパラグアイが移住協定を締結
1960 昭和35年 � 3月　日本で中央農業拓殖基金協会が創設される

� 8月　パラグアイのピラポ移住地への日本人の入植がはじまる
11月　日本とブラジルが移住協定を締結

1961 昭和36年 � 8月　ドミニカ共和国への日本人移住者が集団帰国
　　　パラグアイのイグアス移住地への入植がはじまる
12月　日本とアルゼンチンが移住協定を締結

1963 昭和38年 � 7月　日本海外協会連合会と日本海外移住振興会社が統合し海外移住事業団を設立
1965 昭和40年 � 5月　外務省に中南米移住局を設置

� 9月　ブラジルのサンパウロで第1回南米日系人大会が開催される
1968 昭和43年 � 7月　�合衆国で1966年に制定された「移民国籍法」が発効し､ 1924年以降実施されていた「出身国別移民割当法」が廃

止される
1971 昭和46年 � 5月　神戸港における最後の移民船「ぶらじる丸」が神戸を出航し神戸移住センターが閉鎖
1972 昭和47年 � 5月　沖縄が日本へ復帰
1973 昭和48年 � 2月　移住者輸送最終船「にっぽん丸」が横浜を出航し、以降移住者輸送に航空機が利用される
1974 昭和49年 � 8月　海外移住と海外技術協力の2事業団が合併し国際協力事業団が発足
1981 昭和56年 � 7月　第1回汎アメリカンニ世大会をメキシコのメキシコ・シティで開催

　　　合衆国連邦議会が戦時民間人転住と収容に関する公聴会を各地で開催
1988 昭和63年 � 8月　合衆国連邦議会が「戦時日系人抑留補償法」を制定し大統領が署名

� 9月　カナダ政府が戦時中の日系人抑留の不当性を認める
1990 平成2年 � 6月　日本政府が出入国管理および難民認定法を改正し日系人の日本における就労を緩和
1991 平成3年 � 8月　東京に日系人雇用サービスセンターが開設される
1992 平成4年 10月　日本政府労働省がブラジル・サンパウロに日伯雇用サービスセンターを開設
1999 平成11年 � 6月　ペルーおよびボリビア日系社会が移住100周年を祝う

（阪田　安雄）

33.　移住者輸送最終船にっぽん丸
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35.　われら新世界に参加すコーナー展示風景

｢われら新世界に参加す｣という表現は、1978年 6月、サンパウロで開催
されたブラジル移住 70周年国際シンポジウムの基調講演につけられた演
題である。命名者は当時の国立民族学博物館長、梅棹忠夫氏である。
梅棹氏は、ブラジルにおけるドイツ移民 150年記念の基本理念として掲

げられたテーマ「われらはこの地を信じてきた」に対し、日本移民の文明史
的意味を問い、｢われら新世界に参加す」という発想を得た。日本人移住者
は新世界のお客でもなければ侵入者でもない。むしろ、新しい文明の形成
に重要な役割を果たした参加者である、と。日本移民を開拓者の集団ある
いは出稼ぎ人の集団であるとする通念や、人べらし政策の犠牲となった「棄
民」であるという認識とは別の視角から、すなわち大きな人類史の中で日
本人移住者とは何であったかを総体として問題にし、文明形成への参加者
として位置づけたのである。
｢われら新世界に参加す｣はブラジル日本移民史料館のテーマでもあるが、
本館の基本理念としても採用されている。たしかに新世界を広く見渡すと、
日本移民の置かれた状況は北米と南米ではかなり異なっている。また、時代
によっても、たとえば戦前 ･戦中 ･戦後と分けてみても、移住先の社会によ
る日本人や日系人への態度は大きく変遷している。しかし、開拓の苦難や人
種的差別、あるいは強制収容や内部抗争にもかかわらず、日本人が個人や
家族として、さらには社会集団を形成して、なりわい（生業）や教育 ･文化
をとおして文明形成に一役かってきた事実は厳然として存在する。
そこでわれわれとしては、現地の文明形成に参加した日本人とはどのよ
うな人びとであり、なぜ移住を決意し、どんなところに住み、いかなる貢
献をしたのかを問うてみる必要がある。それを考えるために、各展示コー
ナーの副題は疑問形になっているのである。 （中牧　弘允）

日本人海外移住の文明史的意義
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36.　移住奨励ポスター　大正末　複製

38.　移住奨励ポスター　1963～ 1964年　複製37.　移住奨励新聞広告　1934年　複製

39.　「布哇渡航案内」1904年　複製
この時期に「渡航案内」は数多く出版されたが､ ハワイ
への渡航希望者だけを対象とする「ハワイ渡航案内」の
数は比較的少なかった。これはそのーつである

40.　移住地案内　1966年
ブラジル　パラー州トメアス一

移住の背景─なぜ海外へ行ったのか
故郷を離れるきっかけ
日本人が海外出稼ぎあるいは移住を決心するようになった動機や理
由は、個人、時代、それに地域によって大きく異なっている。ハワイあ
るいはアメリカ出稼ぎがはじまった 1880年代後半から 1890年代前
半では、海外の出稼地で得られる高賃金、または有利な労働条件など
を書き記す、親族、友人からの手紙による、いわゆる「口伝え」が、海
外出稼ぎを決心する重要な理由となっていた。その他、地方新聞に掲
載された、その地方出身者の海外出稼地での成功物語、あるいは故郷
に錦
にしき

を飾
かざ

って帰国した成功者の建てた洋風の家などは、若者たちを奮
いたたせた理由となった。 （阪田　安雄）

第Ⅱ章　われら新世界に参加す
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41.　呼び寄せ渡航の際に発行されたパスポート

42.　広島県出身者の主な出稼地域と送金額
（1898～ 1910年）
阪田　安雄氏作成データ（『広島県統計年鑑』より）に
基づく

呼び寄せ

移民県、たとえば広島県などから、北アメリカや南アメリカ
へ移住の流れが途絶えることなく継続した重要な要因は、「呼
び寄せ」といわれる現象である。これらの地域から最初にハワ
イ諸島や合衆国本土西海岸へ出稼ぎに赴いた人たちは、ほと
んどが若い独身男性であり、海外で稼いで蓄えた金を、郷里
で待っている家族へ送り、彼らの生活を潤わせる努力をした。
『広島県統計書』などに報告されている統計は、これら海外か
らの送金が、家族の借金の返済だけに使われたのではなく、送
金総額の 4分の 1は日本で貯蓄され、他の 4分の 1は、子弟
の教育を含む家族の生活改善の目的に使用されていたことを
明示している。さらに、故国日本への帰国を延期して、ハワイ
や合衆国西海岸で借地農業などを始めて、出稼地に生活基盤
を築く決心を固めた出稼人たちは、日本に残してきた親族を
呼び寄せて家族として協力することを試みた。
これら「呼び寄せ」の対象となった親族は、多くの場合、送
金の恩恵により送金者より高い教育を日本で受けていたこ
と、たとえば多くが中学校を卒業していたことが、ハワイや合
衆国などでの日本人移民社会の建設や発展に貢献することに
なった。南アメリカ諸国での日本人移住社会の経済的、文化
的、ならびに政治的発展にも、「呼び寄せ」は不可欠な要因で
あったことはいうまでもない。 （阪田　安雄）

故郷への送金
ハワイへ赴いた「官約移民」が故郷へ送金した総額がどれく

らいになるかに関する統計は残されていないが、『広島県統計
書』などに報告されている同県出身の海外出稼者の故郷への年
間送金額から推定すると非常な額にのぼることがわかる。ま
た、海外出稼者 1人当たりの年間送金額も年々増加している。

1898年から 1910年の 13年間に、広島県出身の海外出稼者
の年間平均送金額は、1898年に約 70円であったのが、1910

年にはほぼ 2.5倍の 175円に上昇している。この期間の大工、
左官などの「熟練職人」の一年間の平均収入は 1898年に約
110円、5年後の 1903年には約 170円、10年後の 1908年に
は約 200円であった。農村出身の 20歳代後半の若者が、1908

年には 1年に一人当たり平均して 175円を郷里に送金してお
り、さらに同年に帰国した出稼者は、一人当たり 800円強の稼
ぎ貯めた金を持ち帰っていることが『広島県統計書』に報告さ
れている。海外出稼者の送金および預金が、出身県や出身村に
もたらした恩恵は非常に大きいと評価せざるをえない。

（阪田　安雄）
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43.　関東大震災後仮建築で営業中の熊本屋旅館
1924年
熊本屋は大正初期に創業した。1980年ま
で横浜で最後となるのれんを守り続けた

44.　�関東大震災後新装された熊本
屋旅館　1926年

45.　横浜港周辺の移民宿　明治34（1901）年

移住の道のり―どうやって行ったのか
外航旅館（移民宿）

1890年代や 1900年代には、日本人が海外出稼ぎや移住を実
行するに当たって、横浜、神戸、長崎の波止場周辺にあった外航
旅館、いわゆる「移民宿」は、出稼者や移住者が船に乗り込む前
に数日宿泊するためだけの「宿泊所」以上の役割を果たしてい
た。「移民宿」は、「移住斡

あっ

旋
せん

所」が設立される前に、その役割を
代行した海外移住者にとってなくてはならない施設であったと
いえよう。海外出稼者や移住者のほとんどは、「お上りさん」同
様の地方の農村出身者で、どうにか旅券や海外渡航許可証を地
方官庁から下付された後も、日本を出発するにあたって必要な、
渡航準備、乗船切符の手配、出航手続き、乗船前の検疫検査、必
需品の購買などについては何も知らなかった。「移民宿」の番頭
や手代たちは、そのような無知な渡航者にかわって、乗船切符の
購買、船室の確保、出航日の確認、検疫検査についての説明、必
需品の購買の手伝いなど、諸事万般にわたって面倒をみた。さら
に望まれれば、渡航先での宿泊所や桂

けい

庵
あん

の紹介なども行なった。
海外移住が軌道に乗りはじめた 20世紀初頭では、地縁的なつな
がりで組織化された外航旅館のネットワークは、移住者の不安
を除き、海外渡航の流れを円滑にする潤

じゅんかつゆ

滑油の役目を果たすよ
うになっていた。 （阪田　安雄）
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46.　空手着 47.　川瀬家の携行品 48.　飯ごう

49.　移民の七つ道具コーナー展示風景
移住者たちが渡航に携行した柳行李やスーツケース、木箱や茶箱を展示ケースとみなし、書類やお守り、
書籍、生活必需品、大工道具、衣類、化粧品、娯楽品などの携行品を用途・種類別に展示している
（城田　愛）

移民の七つ道具

移民はパスポートや現金、洗面・化粧道具などの手荷物をはじめ、衣類・
食料、食器・炊事道具などを柳

やなぎごうり

行李やトランク、あるいは箱や袋につめて
乗船した。風呂敷も重宝した。女性にとってはアクセサリーや裁縫用具
が必需品だった。日本語や現地語の辞書、また渡航案内書や医薬品も欠か
せなかった。入植者にとっては農機具や大工道具も大切な携帯品だった。
謄写版は情報交換に役立った。娯楽のために将棋や花札を持ち込む者も
いたが、ラジオやカメラは贅沢品の部類に属した。家族の写真や、天皇・
皇后の御真影は象徴的に重要な意味をもち、神札やお守りの類、あるいは
仏像や恵比須大黒の像を持参する人もいた。 （中牧　弘允）
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Journey to the Americas

ケープタウン

シンガポール

ホノルル

バンクーバー
シアトル
タコマ

サンフランシスコ
ロサンゼルス

カヤオ

ベレン

リオデジャネイロ

サントス

ブエノスアイレス

神戸

横浜
シアトル

航路 タコマ航路

西航南米航路

西航南米
航路

東航南米
航路

南米
西岸

航
路サンフランシスコ航路

50.　ぶらじる丸モデルシップ（1/100縮尺）商船三井蔵
この模型は、大阪商船の二代目ぶらじる丸である。1954年に完工し、同年7月、ブラジルへ移住者600余名を乗せて神戸
から最初の航海についた。往路は横浜、ロサンゼルス経由でパナマ運河を通過して南米に向かった。復路も同様のルート
だったが、後にサンフランシスコやホノルルを加えた。1万212トン。最高速力201ノット。客室の定員は1等12名、2等
68名、3等902名。移民船としての最終航海は1971年であった。

51.　移民船航路図　山田迪生氏監修の原図より作成

移民船とその航路
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52.　検疫所　1900年　ハワイ・ホノルル

53.　渡航および上陸の手続きの手助けをする移民宿

54.　移住地へ向かう　1956年　パラグアイ　イタプア県フラム

55.　日本短波放送のテキスト
1962年　日本海外協会連合会
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57　イグアス移住地模型　1/5000縮尺　2002年7月現在

56.　移住地の表示

移住先の風景―どんなところへ行ったのか

明治時代の官約移民はハワイのサトウキビ耕地に、20世紀前期の
ブラジル移民の多くはサンパウロ州のコーヒー農場に向けて旅立っ
た。共通点は大

プランテーション

規模農場の労働者として移住生活をはじめたことであ
る。19世紀に奴隷制度が南北アメリカ大陸で次第に廃止されていくと、
ヨーロッパやアジアから多数の移民が新大陸をめざして移動しはじめ
た。日本人もそうした歴史の流れに巻き込まれ、故郷を後にした。行き
先はもっぱら大

プランテーション

規模農場や未開の大地であった。初期移民は出稼ぎの
農業従事者が圧倒的に多く、漁場や工場をめざしたり、商業や知的職業
を夢見たりする人たちは少数派に属した。
ハワイや北米西海岸では、契約労働の後、町に出て商売や製造業に従
事する人びとが跡を絶たなかった。また蓄財の後、農場の経営にのりだ
す者も少なくなかった。「呼び寄せ」で移住する者はそのため農村ばか
りでなく、都市にも向かった。
かたや農業移住は、その後とくに南米では、契約労働から定住をめざ
す殖民農業へと変わっていった。人跡未踏の奥地を切り拓いたり、なじ
みのない熱帯農業にも挑んだ。サンパウロ州奥地のアリアンサ植民地
は前者の一例で、「コーヒーより人をつくれ」を合い言葉に開拓にいそ
しんだ。後者の例としては高等拓殖学校生（高拓生）によるヴィラ・ア
マゾニアの開拓や、トメアスー植民地（旧アカラ植民地）のコショウ栽
培があげられる。
戦後、移住が再開されると、ブラジルをはじめ、ドミニカ共和国、ボ
リビア、パラグアイ、アルゼンチンなどにも日本人移住地が
建設されていった。パラグアイのイグアス移住地もそのひと
つで、1960年に海外移住事業団によって購入され、入植は
1961年からはじまった。 （中牧　弘允）
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58.　大型三面マルチ映像の一画面

59.　大型三面マルチ映像の一画面

◆情報展示としての大型マルチ画面システム
本展示システムでは大型マルチ画面システムを高いパ
フォーマンスで実現している。大型マルチ画面システムは
臨場感にすぐれ、3Dでなくても相当程度の仮想体験が得ら
れる。本展示では新世界における広大な大地や自然、農場等
を表現して、観覧者のイメージを膨らませる支援となるこ
とを目標としている。� （山本　匡・福田　直毅）
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60.　フォイセ
日本のナタとマサカリを
兼ねる道具で、原始林を開
拓する際に最初に使うも
ので、たいへん仕事がはか
どり重宝した

移住者のなりわい―どんな仕事についたのか

日本移民は当初、サトウキビ農園やコーヒー農園で契約労働に従事
したが、独立農をめざしたり、都市に出て商業やサービス業、あるい
は製造業や工業に転じたりして、職業は多様化していった。また、医
師や教師、宗教家や弁護士などの専

プロフェッショナル

門家も移住の比較的早い段階から
存在した。一世の特徴としては、職業の選択肢を日本人社会のなかで
広げていく傾向がみられた。また、移住先国や時代によっては特定の
職業に日本人が目立つようにもなった。たとえば、戦後のアメリカに
おける庭園業、アルゼンチンにおける花

か

卉
き

栽培や洗濯業などである。
アメリカ大陸に移住した日本人はとりわけ農業の諸分野に挑戦し、
さまざまな貢献をした。換金作物としては野菜、果実、コーヒー、綿
花、大豆、米、花卉などの栽培に従事し、汗水をたらす労働をいとわ
なかった。また熱帯農業にも果敢にいどみ、ジュート（黄麻）栽培や
コショウ栽培にめざましい成果をあげた。
展示ではブラジルを例にとり、コーヒー、綿花、コショウの栽培と
野菜市場をとりあげている。コーヒー豆は「緑の金

きん

」とよばれ、サン
パウロ州を中心に 19世紀後半からブラジルの主要産業となり、日本
人も農園労働者（コロノ）として働いた。とくにコーヒー豆の自動収
穫機を開発した日本人の貢献は注目に値する。日本人による綿花栽
培はパラナ州北部で盛んとなり、1950年代に全盛期をむかえた。白
色の綿花は「白い金

きん

」とよばれている。他方、コショウ（ピメンタ・ド・
レイノ）はアマゾンの入植地トメアスーの特産物となった。その苗木
は 1933年の渡航の途次、たまたま寄港地シンガポールで入手したも
のである。そしてコショウの黒い実は「黒いダイヤ」と称されるまで
になった。また、ブラジルでは日本人のおかげで野菜が豊富に食べら
れるようになったといわれるほど、その評価は高い。
北米では農業の他にも漁業や製材業、あるいは鉄道敷設に初期の出
稼ぎ移住者は従事した。なかでも英領カナダのフレーザー河におけ
るサケ漁や缶詰工場の季節労働には和歌山県三尾村出身者が多数か
かわり、三尾村は「アメリカ村」の通称でよく知られている。
さて、日本人は移住先でも日本的な食生活を維持しようとした。そ
のため味噌や醤油の醸造業、豆腐や和菓子の製造、そして日本酒の醸
造など食品加工業が発達した。また、主に日本人相手に生活関連商品
を扱う商店が「日本人町」に軒を連ねた。そのなかでも「萬

よろずや

屋」はもっ
とも重要なもののひとつであり、合衆国オレゴン州フッドリバーの安
井兄弟の雑貨店はその典型的な例である。
ところで、日本人は朝から晩まで働くだけでなく、キリスト教の安
息日である日曜日にまで労働に精を出した。このことに対し、北米で
も南米でも、しばしば非難の声があがった。他方、ブラジルでは、勤
勉で実直な日本人は「ジャポネス・ガランチード（信用できる日本人）」
との評価も得ている。 （中牧　弘允）

61.　エンシャーダ
日本の鍬と異なり土を起
こす道具ではなく、草を取
るための除草鍬。刃を寝
かして引くようにして使
う

62.　ラステーロ
コーヒーの木からちぎっ
たコーヒーを木の葉とと
もに集めるもので、先のと
ころが丸くなっているこ
とにより、土を起こさない
工夫が凝らされている

63.　ペネイラ
コーヒーの実を木の葉や小石と選り分け
るために、このふるいにかけ、空に舞い
上げることで分別した� （小嶋　茂）

64.　コーヒー豆の自動収穫機
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65.　綿花栽培コーナー展示風景

66.　プランタデイラ（播種機）

67.　開墾風景　ブラジル　半田知雄画
（油彩1065×880）

68.　コショウ栽培コーナー展示風景
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69.　トラクターを使う農業　コロンビア

70.　理髪業　ペルー・リマ　1924年

71.　移動写真屋　1920年代
アメリカ　カリフォルニア州サンフランシスコ

72.　巡回シネマ屋　ブラジル　サンパウロ州バストス

n なりわい万華鏡 n
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73.　萬屋コーナー展示風景

74.　萬屋で使われていた求人広告
この広告は、萬屋が桂庵の役割も
果たしていたことを示している

75.　萬屋で使われていたポスター

n 萬
よろず

　　屋
や

 n
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移住者の家庭 
―どんな暮らしをしたのか
日本移民の暮らしを衣食住に限ったとしても、そ
の多様性を一概にまとめることはむずかしい。とは
いえ、ひとつの傾向を示唆することはできる。たとえ
ば衣について言えば、ホノルルの日本人婦人会の記
念写真を見ると、1916年の発足時にはすべて和服で
あったものが、数年後には洋装もちらほら混じるよ
うになり、さらには服装改善運動が功を奏して、1930

年代になると完全に洋装化している。仕事着でも、サ
トウキビ耕地の労働にあわせて和服の袖をすぼめた
り、手甲・脚半の伝統を活用したりする工夫が見ら
れた。つまり、移住者の暮らしは日本的な伝統をのこ
しながらも、しだいに現地の生活様式に適応していっ
たのである。住についても、和風建築様式にこだわっ
た痕跡はブラジルの移住地で今でも散見される。
食生活においても、現地適応への変化は日本の習
慣を維持しながら行われた。一方で和食用の鍋釜や
箸の使用は持続し、丸いちゃぶ台も作られたが、他方
では料理にオーブンをもちい、椅子式の四角いテー
ブルに座り、ナイフやフォークを使う食事が一般化
した。食材も日本とはかけ離れていたので、日本の味
の代用品を求めて苦心することもあった。
住生活について言えば、室内でも靴を脱がず、寝室
でべッドに寝る習慣は、日本とはおおきく異なって
いた。他方、ハワイではビーチサンダルを玄関で脱い
だり、座布団を床に並べたりする習慣があり、これは
日本移民が持ちこんだ習俗だといわれている。

（中牧　弘允）

78.　散髪
ブラジル
パラナ州

79.　�日本に向かう
一時帰国の
記念に
1959年
ブラジル
サンパウロ州
サンパウロ

80.　食卓につどう
1970年
ブラジル　パラー州トメアスー76.　移住者の家庭生活コーナー展示風景

77.　野外での洗濯　ボリビア　サンタクルス県サンフアン
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移住者のきずな― どのようなコミュニティ
をつくったのか

日本人が移住先でつくる団体のなかで、もっとも基本的で重要な
ものは「日本人会」であった。日本人会はピクニックや運動会を催す
単なる親睦団体ではなく、合衆国では 1907年の「紳士協約」締結後、
領事館から委譲されて「居住証明書」などの発行業務を代行した。ま
た、紀元節や天長節を祝賀する会、あるいは日本練習艦隊の歓迎会
などの「国家的」な行事を主宰した。
日本人会のほかにも県人会、村人会、同船会、婦人会、仏教会、教
会、学校、病院、農業組合、商工会議所、あるいは慈善や趣味の会な
ど、さまざまな団体がつくられた。それらは、出自、性差、宗教、職
業などを共有すると同時に、ひろくは日本語、日本文化への帰属意
識に基づく集団であり、日本人が移住先で定着する際に、それぞれ
重要な役割を果たした。
日本人がもっとも力を入れた活動のひとつは子弟教育だった。日
本に帰ったときのことを考え、あるいは日本語から離れていく子弟
を目の当たりにして、日本語学校や日本人学校を自力で設立した。
仏教会や日系キリスト教会がコミュニティ・センターとして果た
した役割もおおきい。仏教会が主催する盆行事は日本人社会の祝祭
的雰囲気をかもしだしている。仏教会では日曜学校が開かれ、讃仏
歌がうたわれ、仏前結婚式がいとなまれているが、これはキリスト
教的適応がなされた結果である。また出雲大社などの神社もハワイ
やブラジルには建てられている。
以上のような団体のなかで、婦人会の貢献も見逃せない。その主
な役目は料理部門を担当することであるが、それ以外にも文化から
スポーツにいたるまで多彩な活動を繰り広げ、女性どうしの絆と親
睦を深め合っている。婦人会が主催する成人式や敬老会もある。
ところで、海外において、相互扶助と相互親睦をかねたコミュニ
ティづくりに欠かせない施設はホールである。そこでは新年会や忘
年会、歓迎会や送別会、結婚披露宴や追悼法要、盆踊りや民族芸能祭、
バザーや展覧会、演芸会や映画会、講演会やセミナー、スポーツやビ
ンゴ、婦人会や敬老会等、さまざまな活動がくりひろげられている。

（中牧　弘允）

81.　在米日本人会の設立決起大会　1908年
アメリカ　カリフォルニア州
サンフランシスコ

82.　自動車で向かうピクニック　1910年
アメリカ

83.　フレズノ日本人会主催天長佳節奉祝記念
1928年　アメリカ　カリフォルニア州

84.　バカビル日本人会会費領収書　1923年
アメリカ　カリフォルニア州ヴァッカビル

85.　和歌山県人会の宴　1938年
ペルー　リマ

n 日 本 人 会 n
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87.　婦人会ソフトボール大会・ゲートボール大会の慰労会
1986年　パラグアイ　チャベス

88.　婦人会主催の15歳の祝賀（デビュー）
1986年　ブラジル　パラー州トメアスー

90.　オーラ本願寺での集い　1905年　ハワイ

91.　日本人キリスト教会の献堂　1916年
ハワイ州　マウイ島

92.　仏前結婚式
アメリカ　オレゴン州
ポートランド

86.　炊き出し用大釜
アメリカ　ワシントン州シアトル

89.　もちつき用石臼
ハワイ州マウイ島

n 婦　人　会 n

n 宗 教 団 体 n
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93.　移住地で使われた野球道具
ユニフォーム（ブラジル）
グローブ（ブラジル）
ボール（ペルー）
バット（アルゼンチン）

94.　各種文芸書
『北米俳句集』アメリカ
『南加文芸選集』1965年～1980年アメリカ
『コロニア万葉集』1980年ブラジル　サンパウロ州サンパウロ
『コロニア文学』第1号1960年ブラジル　サンパウロ州サンパウロ
『ＮＹ文芸』アメリカ

n ホ ー ル n

n スポーツ・文化活動・娯楽 n

95.　日本館のどんちょう　アメリカ　ワシントン州シアトル

97.　巡回シネマに使用した映写機と映像フィルム
ブラジルパラナ州クリチバ

96.　蓄音機　ペルー
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98.　ポルトガル語訳付き日本語教科書
年代不詳　ブラジル　パラナ州クリチバ

99.　卒業証書　1935年
カナダ　バンクーバー

100.　ペルー新報社活字セット
ペルー　リマ

n 日本語新聞 n

n 教　　育 n

n 医療と福祉 n

102.　1939年に落成した旧日本病院
ブラジル　サンパウロ州サンパウロ

101.　�クリチバ学生連盟が僻地での
巡回診療に使用した顕微鏡
ブラジル　パラナ州クリチバ

104.　クアキニ・ホーム　1932年　ハワイ州オアフ島103.　新築落成と設立3周年記念祝賀時の日本人病院
1899年　ハワイ州オアフ島



＜ポートランド在住。ツールレイクでの収容所生
活の後、1942年仮釈放許可を得てデンバー大学に入
学し医学を学ぶ。父親は岡山県七日市出身。＞

わたしの父マスオ・ヤスイは1903年にアメリカに
渡って来ました。
彼が16歳の時、母親に「僕はアメリカに行きたい！」
としつこく頼み込みアメリカに行く承諾をもらいま
した。
最初バンクーバーに着いて小さな船に乗りシアト

ルに着き、そこから列車に乗ってポートランドに到着
しました。父は兄であるタイチロウがハチヤホテル
で待っているからと聞いていたので、ハチヤホテルで
ずっと待っていたが何かの間違いで会うことが出来
ず、自分でユニオンパシフィックに直接行き働きはじ
めた。

＜1907年水戸市生まれ。1920年代にアルゼンチン
へ移住した一世＞

6年間で仕事休んだのはたった1日です。そのくら
い頑張りました。結婚は1936年です。10年間で3,600
ペソ貯めました。これはおそらく記録でしょう。
在亜邦人の向上発展、これに一つ全力を尽くそうと
思い、日本語学校を作ったのも私たちです。

＜三重県出身。サンパウロ在住。1925年ブラジル
に渡る。マッケンジー工科大学卒業。コチア産業組合
勤務。サンパウロ人文科学研究所創立役員＞

太平洋戦争が終わったのが1945年でしょ。ほとん
ど絶対多数は、日本が負けたとは信じなかった。いわ
ゆる勝ち組が絶対多かったです。
軍票と言いますか、その札束がね日本が負けたらた
だになってしもうたわけでしょ。その軍票がそうい
う架空の日本の戦勝に必要だったということも大き
な原因だったと思います。

＜1932年沖縄県生まれ。1954年単身でボリビ
アへ渡り、オキナワ移住地に暮らす一世。出身地
嘉手名の米軍基地と同じぐらいの670ヘクター
ルの農地に大豆栽培や牧場を営んでいる＞

＜７歳の時、母と一時帰国。第二次世界大戦勃発に
よりカナダに残った父親や兄達と離ればなれになる。
鳥取に疎開したのち1952年再びカナダに戻る＞

日本に帰った時は7歳で、カナダに戻ってくるはず
が戦争のために日本にいることになり……
わたしが初めて髪の毛伸ばし始めたら、「お前、それ

なんだ」と［そのアメリカづらして、日本が負けたと
思ってそんなことしてる」って、上級生にぶん殴られ
たこともありました。

＜東京都出身。1959年ブラジルへ移住。さまざま
な職業遍歴の後、1980年から草サッカー場を経営。
『アマゾン日本人移住60年史』に編集協力＞

ベレンから離れたらね、もう、森の山小屋の中でハ
ンモックに寝てね、で、狩りをしながら生活している
人間がいっぱい居ったですよ。
それがまたたく間にね、要するに農業文明に入っ
てきたわけですよ、それからまたたく間にね工業文
明が訪れてきたんですよ。グロバリザソンでね、ベレ
ンも情報文明だとかなんとか言ってますけど、僕は
ここへ来たお陰で、人類の歴史のね、1千年位にわた
るね、あのー体験をしちゃったんですよ。

移住者たちの語る移住体験　─証言映像より─

ホーマー・ヤスイさん
（アメリカ在住二世）

ゴードン・カドタさん
（カナダ在住二世）

五艘　晋さん
（ブラジル在住一世）

小池　七郎さん
（アルゼンチン在住一世）

河合　武夫さん
（ブラジル在住一世）

幸地　広さん
（ボリビア在住一世）

植え付け種まきをしてしばらくするとですね、うる
ま病という病気が発生しまして、400名のうち300名
くらいが寝込んだんじゃないですか。で、まあわずか
の期間で15名がなくなったわけです。
ペルーの大使館からですね、お二人が見えまして、
わたしどもと懇談会をしたんですが、ぼくらが持って
るのは、身分証明ということでですね、琉球住民とか、
ですね、日本国民じゃないですよ、「ああ、かわいそう
だが我々お手伝いできませんな」といわれてですね、
みんながっかりしました。沖縄出るときはですね「お
前ら沖縄一歩でたら日本人として見てくれるから優
遇される」とか「行き先々では日本人として見てくれ
るだろうからまあ、心配せんで行きなさい」という風
に言われてきましたので、大きな壁にぶつかりました
なという思いがしました。

戦
　
　
　
　前

戦
　
　
　
　中

戦
　
　
　
　後
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＜ポートランド在住。ツールレイクでの収容所生
活の後、1942年仮釈放許可を得てデンバー大学に入
学し医学を学ぶ。父親は岡山県七日市出身。＞

わたしの父マスオ・ヤスイは1903年にアメリカに
渡って来ました。
彼が16歳の時、母親に「僕はアメリカに行きたい！」
としつこく頼み込みアメリカに行く承諾をもらいま
した。
最初バンクーバーに着いて小さな船に乗りシアト

ルに着き、そこから列車に乗ってポートランドに到着
しました。父は兄であるタイチロウがハチヤホテル
で待っているからと聞いていたので、ハチヤホテルで
ずっと待っていたが何かの間違いで会うことが出来
ず、自分でユニオンパシフィックに直接行き働きはじ
めた。

＜1907年水戸市生まれ。1920年代にアルゼンチン
へ移住した一世＞

6年間で仕事休んだのはたった1日です。そのくら
い頑張りました。結婚は1936年です。10年間で3,600
ペソ貯めました。これはおそらく記録でしょう。
在亜邦人の向上発展、これに一つ全力を尽くそうと

思い、日本語学校を作ったのも私たちです。

＜三重県出身。サンパウロ在住。1925年ブラジル
に渡る。マッケンジー工科大学卒業。コチア産業組合
勤務。サンパウロ人文科学研究所創立役員＞

太平洋戦争が終わったのが1945年でしょ。ほとん
ど絶対多数は、日本が負けたとは信じなかった。いわ
ゆる勝ち組が絶対多かったです。
軍票と言いますか、その札束がね日本が負けたらた

だになってしもうたわけでしょ。その軍票がそうい
う架空の日本の戦勝に必要だったということも大き
な原因だったと思います。

＜1932年沖縄県生まれ。1954年単身でボリビ
アへ渡り、オキナワ移住地に暮らす一世。出身地
嘉手名の米軍基地と同じぐらいの670ヘクター
ルの農地に大豆栽培や牧場を営んでいる＞

＜７歳の時、母と一時帰国。第二次世界大戦勃発に
よりカナダに残った父親や兄達と離ればなれになる。
鳥取に疎開したのち1952年再びカナダに戻る＞

日本に帰った時は7歳で、カナダに戻ってくるはず
が戦争のために日本にいることになり……
わたしが初めて髪の毛伸ばし始めたら、「お前、それ

なんだ」と［そのアメリカづらして、日本が負けたと
思ってそんなことしてる」って、上級生にぶん殴られ
たこともありました。

＜東京都出身。1959年ブラジルへ移住。さまざま
な職業遍歴の後、1980年から草サッカー場を経営。
『アマゾン日本人移住60年史』に編集協力＞

ベレンから離れたらね、もう、森の山小屋の中でハ
ンモックに寝てね、で、狩りをしながら生活している
人間がいっぱい居ったですよ。
それがまたたく間にね、要するに農業文明に入っ
てきたわけですよ、それからまたたく間にね工業文
明が訪れてきたんですよ。グロバリザソンでね、ベレ
ンも情報文明だとかなんとか言ってますけど、僕は
ここへ来たお陰で、人類の歴史のね、1千年位にわた
るね、あのー体験をしちゃったんですよ。

移住者たちの語る移住体験　─証言映像より─

ホーマー・ヤスイさん
（アメリカ在住二世）

ゴードン・カドタさん
（カナダ在住二世）

五艘　晋さん
（ブラジル在住一世）

小池　七郎さん
（アルゼンチン在住一世）

河合　武夫さん
（ブラジル在住一世）

幸地　広さん
（ボリビア在住一世）

植え付け種まきをしてしばらくするとですね、うる
ま病という病気が発生しまして、400名のうち300名
くらいが寝込んだんじゃないですか。で、まあわずか
の期間で15名がなくなったわけです。
ペルーの大使館からですね、お二人が見えまして、

わたしどもと懇談会をしたんですが、ぼくらが持って
るのは、身分証明ということでですね、琉球住民とか、
ですね、日本国民じゃないですよ、「ああ、かわいそう
だが我々お手伝いできませんな」といわれてですね、
みんながっかりしました。沖縄出るときはですね「お
前ら沖縄一歩でたら日本人として見てくれるから優
遇される」とか「行き先々では日本人として見てくれ
るだろうからまあ、心配せんで行きなさい」という風
に言われてきましたので、大きな壁にぶつかりました
なという思いがしました。

戦
　
　
　
　前

戦
　
　
　
　中

戦
　
　
　
　後

53



大戸　甲子雄さん
（ブラジル在住一世）

ジョージ・ヒデオ・タカバヤシさん
（アメリカ・ハワイ在住二世）

ファン･カズオ・イイダさん
（ペルー在住二世）

◆情報展示解説としてのシステム解説
証言映像システムは動画対応多
元分割システムにデータベースよ
りマルチメディアデータを供給す
る新しいオーラルヒストリーの保
存・表現装置である。オーラルヒス
トリーは文物資料及びアーカイブ
ス等による歴史構築に対して、証言
者の証言によって歴史を再構築す
る新たな試みであるが、その保存方
法と表現は非常に困難であり印刷
物等での表現では十分とは言えな
い。しかし、「収奪しない資料館」を
目指す新しいタイプの資料館・博物
館等では、証言映像によるオーラル
ヒストリーの表現は必須である。
本システムでは、観覧者及び閲覧
者が自由にデータベースから移住
証言を選択し、それによって動画や
現地で採録された音声を聞きつつ、
テロップ及び日本語解説でそれを
確かめることができるように設計
されている。証言者の個人データ等
も十分にプライバシーに配慮した
上で展示される。データ数も追加す
ることが可能であり、このような
オーラルヒストリーのツールは極
めて画期的であると言える。なお
データの選択にあたっては耐久性・
耐故障性等を考慮して非接触型の
操作系が用いられている。

（山本　匡・福田　直毅）

＜埼玉県羽生市出身。1927年3歳の時に両
親及び兄弟姉妹とともにアリアンサ移住地
（第2アリアンサ）へ入植＞

来てすぐ目についたのが尾長猿です。山で
尾長猿が50も100も来てキャーキャーと騒い
で、それが怖くて昼も夜もおちおち寝られな
いような状態でした。
慣れないところへ来て、それこそ塩汁を

吸って味噌もないんだからそういう苦労して
きて、それで親たちがすぐに学校を建て、ある
いは病院を建て、そうしたあれでもって苦労
してくださったのをいま振り返って見ますと
本当によくやってくれたと……

＜長く軍籍にあり、引退後ハワイ日系人協
会会長を二度つとめるなど、日系社会のまと
め役として活躍＞

中隊長から命令が下って「本部に集まれ」。
チャプレンが「君たちをここに集合させて

いただいたのは今日期日現在みんな除隊
だ」って。理由は［君たちは日本人であるから、
日本人の血が流れているから。」　それでみん
な男泣きしましたですよ。

＜父親は第1回ペルー移民として佐倉丸で
ペルーの地を踏んだ。ペルー新報社主。ペルー
日本人移住史料館長＞

新聞がなくなって、日系人同士のニュース
がない、じゃ、新聞どうか、って。結局僕はペ
ルー人だから二世、僕の名前によって内務省
に願書出したわけですよ。そしたらOKだっ
たわけです。で、ペルー新報の名義人はわた
しなんで、現在でもそのままです。
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106.　卒業記念　1928年　カナダ　ブリティッシュ・コロンビア州　バンクーバー
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第Ⅲ章　ニッケイ・ライフ・ヒストリー

ライフ・ヒストリーとは人生の生活の歴史、つまりは個人の
生活史である。移民として海外での生活をおくり、あるいはその
子弟として生を受け、歴史に個人の足跡を刻んでゆく。それは一
人ひとり異なっているが、いくつかの段階を共有しながら歩んで
いるとも言える。つまり、誕生、学校、就職、結婚、子育て、退職、
老後、そして「大往生」という具合に。展示はそのライフ・ヒス
トリーを 4段階─生まれる、育つ、成人として……、老いる─に
分け、主に写真で構成している。
象徴的な展示物は二世の出生証明書のファイルと、六世が誕生したハ
ワイの一族の記念写真である。その間にはさまる数々の写真には個人や
兄弟姉妹や夫婦のミクロな生活史が写し出されている。マクロな人類史
とは好対照をなすミクロな生活史にも、参加の印はたしかに刻み込まれ
ている。
ところで、一世に苦労話はつきものである。それが成

サクセスストーリー

功物語につなが
ることも多い。そうした物語とは別の筋書きが二世の場合には存在する。
二世が誕生すると明るい話題に家庭がつつまれる。こどもの将来を楽
しみにするようになると苦労が苦労でなくなるから、不思議なものだ。
二世は日本語と現地語の世界ですくすく育ち、やがて学校に通い非日系
人の友達もふえる。女の子にとっては 15歳の誕生日が一人前の女性とし
てのデビューとなる。適齢期を迎えた二世はかつては二世どうしで結ば
れることが多かったが、三世ともなると非日系人とのあいだの婚姻が増
加する。
第二次世界大戦中の二世は生まれた国に忠誠を誓い、入隊し、戦地に
向かった。合衆国の 100大隊や 442部隊はその例である。
他方、きびしい労働に明け暮れた一世たちはしだいに年老いて、仕事
や社会活動の一線から退いていった。アメリカでは 1924年の移住禁止以
前に渡航した一世はほとんど姿を消した。 （中牧　弘允）

107.　ニッケイ・ライフ・ヒストリーコーナー展示風景

108.　出生簿　1918～ 1951年　アメリカ
カリフォルニア州　ロサンゼルス

109.　長男誕生　年代不詳
ハワイ　カウアイ島
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110.　ひなまつり　1935年
アメリカ　オレゴン州ポートランド

113.　夫婦の談笑　1970年
ブラジル　パラー州トメアスー

114.　六世が誕生したビッグ・ファミリー　ハワイ州マウイ島　撮影：ナガミネ写真館（2002年3月）

111.　ぼくたちの階段　年代不詳　ペルー

112.　ハネムーンへ旅立つ二人　1954年
アルゼンチン　リオ・ネグロ州
バリロチェ

ハワイへ移住した一組の夫婦の孫にあたる三世から六世までにおよぶ一族
山口県の出身であるこの家族の一世は、第19回官約移民として三池丸で1891年にハワイへ到着した。渡航時、妻は妊娠中で、
ハワイに到着した年に二世が生まれた。その二世の長男が、写真のなかでは最高齢の 1910 年生まれの三世の男性（椅子列の右
端）である。この三世はキリスト教徒であり、92歳（撮影時）になっても教会に通っている。四世の結婚相手は沖縄系である。そし
て、六世（椅子列の女児と男児）になると、日本以外にもヨーロッパやアジア、オセアニアからの移民や先住ハワイアンなどにルー
ツをもっている。―世紀以上を経て、六世代目にはいった日系家族の構成は、エスニック背景も文化的にも多様になってきている。
つまり、ハワイのマルチ・エスニック、そして多文化社会をますます反映するようになってきているのである� （城田　愛）
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第Ⅳ章　日本の中のニッケイ・世界の中のニッケイ

地球規模でのヒト、モノ、カネ、情報の移動・交流といったグローバ
ル化の進展に伴い、日本において「日系人」と呼んでいる人たちの存在
も世界各地で多様化している。日本から見た日系人と、海外で nikkei

と呼ばれるニッケイの人たちには、しばしば微妙な、あるいは大きな違
いが見られ、ニッケイは激しく揺れ動いている。
日本の和太鼓も北米では Taikoとして新しい息吹が吹き込まれ、

nikkeiのグループや非日系のグループも出現している。ブラジルのパ
ラナ民族芸能祭では、他のさまざまなエスニックグループの人たちと
ともに、日系の文化を伝えている。そこでは、一世の持ち込んだ日本文
化が端緒となっているものの、ニッケイの人たちによる独自の文化形
成が進んでいる。そして今日、日本においてもニッケイの人たちが、そ
の文化を伝えつつある。 （小嶋　茂）

115.　日本の中のニッケイ・世界の中のニッケイコーナー展示風景

116.　カナダ製のワイン樽で作った太鼓
カナダ　ブリティッシュ・コロンビア州
バンクーバー

117.　パーランクーとばち
ボリビアのコロニア・オキナワに移住した一世が作った
パーランクー（旧盆を祝うエイサーの踊りなどで使う太鼓）
と、婦人会が作ったばち� （城田　愛）
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サンパウロ仙台七夕祭
ブラジル　サンパウロ州
サンパウロ

パラナ民族芸能祭
ブラジル
パラナ州クリチバ

パウエル祭　カナダ
ブリティッシュ・コロンビア州
バンクーバー

二世ウィーク
アメリカ　カリフォルニア州
ロサンゼルス

118.　各地で行われているニッケイのマツリのポスター

サクラメント太鼓団
アメリカ　カリフォルニア州
サクラメント

二世ウィーク

二世ウィーク
ポートランドタイコ
アメリカ　オレゴン州
ポートランド

トーフ　フェスティバル

119.　マツリやタイコのTシャツ
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外国文化になった日本のマツリ

120.　マツリ展展示風景

日本から移住者が渡ったブラジル、カナダ、アメリカといった国々で、広く現地社会に受け入れられている日本の祭があります。
これらの祭が日本人によって移住地で行われた当初の意図や、それらが歳月とともにどのように変容していったかをたどり、その
プロセスの中に日系人のアイデンティティの問題を探ることを意図した企画展を2004年 3月から開催しました。2ヶ月の会期
中に約 4,000 名の方々に見ていただくことができました。色彩鮮やかな資料、太鼓や音楽の迫力、参加する人々の躍動感あふれ
る映像は、常設展示場とは違った趣でしたが、楽しんでいただきました。
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121　未来に向けてスクリーンの一画像
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デジタル移住スペース・未来に向けて
「未来に向けて（新しい天空）」は、現在の移住の世界的状況と
近未来における移住の姿を多元的に提示することで、移住を自
己の問題として認識することを促し、さらに世界公共性の一つ
としての移住概念を紹介する情報装置である。移住によって新
しい融合世界が開かれること、誰もが移住者となる可能性があ
ること、人類の移動と新たな社会の建設はグローバリゼーショ
ンの本質的な特性であること、その中で国際組織や政府、国家
機関、NGOや個人がどのように行動すべきなのか、人類社会の
多様性と未来について移住を通じて考える道標としてこれを制
作した。移住は現在の国際社会が認める人類の権利でもある。
一人ひとりの来館者が人類の移住の未来を自己の問題として体
感することを本展示の目的としている。
「未来に向けて（新しい天空）」は多元情報シミュレータであり、
移住の未来について多元的なデータを合成し、コンピュータ・
シミュレーションで表現している。スクリーン上には移住に関
する国際法や人種的多様性に関する演説、多様な人間像、移住
都市の変貌などが随時データベースから供給されるデータに基
づき計算され表現される。文字列は世界人権宣言から採られて
いる。スクリーン上に複数成長する幾何オブジェクトがウィン
ドウとして発生し、その形状変化で移住社会の生成と発展、人
類の多様性の発現、移住都市の成長過程が表現される。それら
の幾何ウィンドウ上に写し出されるさまざまな動画像によって
都市や人間、文明の営みと変容が表される。海外で活躍する日
系人も既に五世や六世となり、それぞれの国や地域で新しい国
民を形成している。人間の顔を表現する球形のオブジェクトは
人類の多様性の発現を表している。また、来館者の姿が未来の
移住者として動画像に取り込まれることで自分の姿を移住者の
中に発見することができる。
本システムでは一回ごとにローディングされて特殊透過型ブ
ラックスクリーン上にシミュレーション画像が投影される。 

3D特殊音響装置によって新作されたテーマ曲「新しい天空」が
画像と同期して流される。音響の三次元の膨らみも体感でき
る。 （山本　匡・福田　直毅）

122.　デジタル移住スペース展示風景

◆情報展示解説としてのシステム解説
海外移住資料館には、最先端コンピュータ技術を用い
て移住の人類的な広がりや歴史、文化、社会、未来を多
角的に表現する統合情報表現システムが実現されてい
る。海外移住資料館における情報展示および情報表現シ
ステムの構築においては、［1］収奪しない資料館である
こと、［2］世界の中の移住を表現すること、［3］学術デ
ジタル資料の保存・処理と表現および個別検索を可能
とすること、［4］世界の日系人および日系移民施設との
ネットワークによる連携を可能とすること、［5］世界の
移住情報を共有し、世界の移住研究に貢献できること、
を目標とした。新しい公共情報空間を構築することで、
移住への理解の支援となることを企図している。
本移住情報表現システムの技術的な特徴は、（1）情報
設計および情報処理過程から情報表現に至る一貫情報処
理・表現システムとして設計したこと、（2）マルチメディ
ア・データを中心とした全てのデータがサーバから供給
される中央管理型のクライアント・サーバシステムを用
いた情報表現システムであること、（3）インターネット
上の仮想空間と現実展示空間の一体化を目標として設計
された仮想公共情報空間であることの三点に集約され
る。本システムは完全デジタル化統合情報表現システム
であり、汎用技術を用いて特殊情報システムの設計と実
装を行った点に特徴がある。� （山本　匡・福田　直毅）

第Ⅴ章　デジタル移住スペース（情報展示解説）
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デジタル移住システム
デジタル移住システム（Digital Migration System）では、デジタル移住スペースに
設置される 6台のコンピュータ端末によって移住に関する多様なマルチメディア・
データが個別に検索可能となっている。新しい検索方法として、青いモルフォ蝶のシ
ンボル・オブジェクトを追いながら検索を行う人間工学的にも斬新で刺激的なデザ
インを開発した。利用者には青いモルフォ蝶を追いかけて様々な仕掛けを発見してほ
しい。利用者の各々の関心に従って、地理情報システム上に表現される地理データや
歴史データをデータベースから検索でき、移住の航路や移住先の都市等を詳細に知る
ことができる。
特に展示スペースの関係で展示できなかった資料や収蔵資料、画像資料、個別に十
分な解説が必要な資料等がデータベース化され検索可能となっている。北米や中南米
に限らず戦前・戦後を通じてアジア・太平洋に移住した日本人の記録や、「引き揚げ」
や再移住、日本統治下での強制的な移動を伴う移住についても資料に基づき随時追加
される予定である。最新の移住トピックスから、移住者一人ひとりの歴史と思いを利
用者一人ひとりが感じとることができるように切に願っている。
デジタル移住システムは世界に開かれたシステムであり、世界の日系人とのネット
ワークを通じた連帯が可能となる。世界の日系人の仮想空間での「心のふるさと」と
なることを希望すると同時に一人ひとりの情報交換の場となることを期待する。移住
情報検索システムとともに日本の移住資料のデジタル保存と学術的な整理と表現を
ネットワーク上に提供することができる。移住データベースやデジタル移住スペース
の情報発信によって、世界の移住・移民研究施設と連携する。本システムはセキュリ
ティおよび基本的人権に配慮しつつ、自由に利用者がデータ検索可能でかつインター
ネットに接続できるように設計されている。 （山本　匡・福田　直毅）

123.　デジタル移住スペースのコンピュータ端末の一画面
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メッセージボード
日本において私たちは日本語で「日系人」という表現を使い、日
系アメリカ人、日系ブラジル人、日系ペルー人などという呼び方
をする。しかし、日系人の定義はさまざまで学術的にもまだ確定
されたものは存在しない。その一方で、私たちは漠然と日系人を
理解しており、具体的なイメージも抱いている。
しかし当の「日系人」は日本との関わりで自分自身のことをど
のように表現し捉えているのか。その問いに対する材料を提供し
てくれるのが、メッセージボードのアンケートである。アンケー
トの回答（一部ビデオ録画）は、資料収集時に出会った日系人や当
資料館来館者から回収したものである。
「『あなたは何人ですか』とたずねられたら何と答えますか」。ア
メリカ人、日系アメリカ人、ニッケイ、日本人を先祖にもつアメ
リカ人……　同じ国においても、そこにはさまざまな回答が見ら
れる。日系人といっても決して一様ではなく、その受け止め方は
多様であることが分かる。 （小嶋　茂）

125.　日系人が記入した多数のメッセージ

124.　メッセージボードコーナー展示風景
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第Ⅵ章　海外移住資料館へのメッセージ

セリア・オオイ　氏
ブラジル日本移民史料館長

おめでとう海外移住資料館
海外移住資料館のオープニングをたいへん待ち遠
しくうれしい気持ちで拝見しました。それはあたか
も新しい兄弟の誕生に立ち合うかのようでした。そ
して、資料館が元気で成長することを祈りたいと思
います。なぜなら資料館は私たちみんなの生活、と
いうよりも私たちファミリーにとって、大切な存在
だからです。
横浜の資料館は､ ブラジル日本移民史料館と同様
に、よりよい生活条件を求めて海外へと自発的に
渡った日本人について、紹介しています。その大多
数は錦衣帰郷を夢見て、ほとんどの者は日本を永遠
にあとにしようとは思っていませんでした。しかし
また、この夢を実現することができた者はごくわ
ずかでした。実際には、日本人移住者たちは新しい
国々で根を生やし、それらの国々の文化に彼らの習
慣やならわしを取り入れていったのでした。
海外移住資料館はそうした移住者の冒険物語を、

日本に留まった人たちに語っており、海外にいる日
本人の子孫である私たちにとっては、それは先祖
との絆を再び築いていくことなのです。それと同時
に、ブラジル日本移民史料館にとっては、海外移住
資料館がブラジル移住に関する新しい研究の可能性
を広げる、重要な照会先であることを意味していま
す。これは、結局のところ、グローバリゼーション
とともにますます今日的な課題です。
こうしたことから、私たちの新しい兄弟の 1周年
の誕生日をお祝いするとともに、長生きをしてたく
さんの夢が実現することを願っています。

（原文ポルトガル語から和訳）

宮尾 　進　氏
ブラジル・サンパウロ人文科学研究所長

早いもので、海外移住資料館が開館してからすで
に 1年の月日がたったと聞きます。
開館後の様子は詳しくは耳に入っておりません

が、1年間で 2万人程の入館者があったとも聞いて
おりますが、できればもっともっとたくさんの人々
に参観してもらいたいものと、海外にある私たちは
熱望しております。なぜならば、この資料館は日本
国内唯一の国立の移住資料館であり、海外にある私
たち 250万日系人が、それぞれの国の国造りに参加
し、今日ある姿を物語ってくれる唯一のものである
からです。

3年前の設立準備会議に出席させていただいた折
にも申し上げましたように、日本国内において長い
歴史がある「海外移住」は教科書でもほとんどふれ
られることなく、一般国民の間からは忘れ去られた
存在でありました。しかし、グローバリゼーション
といわれる現世界において、私たちはむしろ、日本
人国際化のさきがけの役割をも果たしてきたものと
自負しており、このことをせめて、貴資料館を通じ
少しでも多くの日本の人たちに、知っていただきた
いと、深く願っております。
さらに「友の会」など有料会員制度を作り、各種情

報手段を通じ、しだいに会員の広がりを増していく
ことによって、海外に多くの日系人があることへの
関心も高められるのではないかと、期待されます。
それとともに、私たち研究者としては、情報社会

の今日、インターネットを通じ移住に関する各種資
料を交換できるような体制をお互いに確立していき
たいと望んでおります。
関係者の皆さまの今後のご健闘をお祈りいたしま

す。
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二宮  正人　氏
ブラジル日本移民史料館運営委員長

ブラジル日本移民史料館は、1978年にオープンし
ましたが、その建設にはブラジル日系社会が一丸と
なって努力を結集したほか、国際協力事業団（現：
国際協力機構）をはじめとする日本側の皆様に物心
両面で筆舌に尽くし難いご協力を賜りました。
私は同史料館運営委員長として、このたび横浜に
完成した海外移住資料館につき、構想段階より意見
を求められ、企画段階以降も種々の作業に参加し、
ブラジルにおける資料収集については、個人的にも
協力させていただきました。ブラジル日系社会の宝
物とも言うべき貴重な文物のいくつかが、神戸とな
らぶ移住発祥の地である横浜において陳列され、多
くの人々に先駆者の苦労を偲んでいただけること
は、望外の喜びです。
海外移住資料館におかれましては、今後もブラジ
ルやアメリカ、ペルー等の日本移民の記憶を保存す
る目的で設立されたいくつかの博物館との連携の絆
を強く保ち、互いに共通の目的達成のための協力を
ご配慮下さい。
また、今後は海外移住資料館が展示のみならず、
移民に関する諸問題の代表的な研究の拠点として、
シンポジウム、セミナー等の各種研究会を催され、
それらの結果や研究の成果を発表するための雑誌、
論文集等を出版することによって、移民研究の主要
な軸の役割を担っていただくことをお願いする次第
です。
さらには、80年代後半には、所謂「出稼ぎ」現象が
生じ、今日では 35万人以上もの中南米日系人コミュ
ニティが日本に存在しており、永住を含む長期滞在
が顕著になっています。海外移住資抖館におかれま
しては、今後はこれらの新しい「移民」も視野に入れ
ていただきたいと思います。

ゴードン・カドタ　氏
カナダ・ナショナル日系博物館・
ヘリテージセンター協会理事

生きた教室　　海外移住資料館

単なる昔話に終わる歴史にはそれ以上の価値はな
い。
その昔話から何か習うことによって歴史は生きて

きて将来に貢献する。
良き歴史から良き将来を築き、悪い歴史を繰り返

さなければ、歴史は将来に貴重な過去となる。

カナダにおける日本人の歴史は 1877年にさかの
ぼり、太平洋を渡った日本人の中では一番古いと思
われる。19世紀末から 20世紀初頭にかけては、和
歌山県から、広島県から、滋賀県から、さらには日
本の諸地方から一獲千金の夢を追って、あるいはそ
の人たちに呼び寄せられて、多くの日本人が太平洋
を渡ってカナダに到来した。

彼らは苦労の中から繁栄を生み出し、差別と迫害
を乗り越えて多くは千金以上の宝を見つけたのであ
る。それはその大地に根をおろせる国だった。その
国は多様人種、ひいては多様文化を奨励する国であ
りそれぞれのヘリテージが将来を築く一角となる国
なのだ。

海外移住資料館は単に太平洋を渡った日本人の歴
史を展示しているだけではなく過去を識ることに
よって良き将来を築く生きた教室です。
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篠遠  和子　氏
日本人移民史研究家

米国のペリーによる開国後 1858年通商条約が締
結されたことで、明治維新以前にハワイの元年者、
グアムへの日本人移民の渡航はあったとしても、ハ
ワイ政府からの強い要請により明治政府との間で
正式な交渉にもとづき砂糖黍農場の労働者として
1885年から始まった日本人官約移民のハワイ渡航
こそは日本政府が海外における日本人の権利を保証
した最初の出移民であった。その後 1893年から政
府に代り移民会社が移民の渡航業務を行うようにな
るまでに約 3万人がハワイに渡った。1900年にハ
ワイが米国属領となるという政治的影響下にも他国
（中国、ポルトガル、ドイツ等）からの移民に比し最
も組織的かつ継続的に行われた日本人移民は 1900

年以前、既に農場労働者の 70％に達し、1920年には
ハワイ総人口中日本人が 42％を占めるに至った。
日本人人口の増加が政治に与える影響を恐れら
れ、既に初期において選挙権を否定されていたが、
更に人口の急増にともなって日本人排斥運動が社会
を席巻し、1924年には日本人移民禁止法の制定を見
るに至った。これによりハワイに生まれ米国籍を持
つ二世に対してさえも人種的差別は根強かった。
第二次世界大戦の勃発により一世、二世ともに敵
性外国人として扱われ、米国籍を持ちながら二世た
ちは軍籍から排除された。一世たちの名誉を思う彼
等の嘆願によりハワイから日本人二世部隊が結成さ
れ、米国のため命をかけ勇敢に戦った。当時各種職
業に就いて広くハワイの社会を支えていた一般の日
本人は米国政府の意図した強制収容を不可能なもの
としたのであった。戦争が終わって凱旋した二世部
隊を迎えたトルーマン大統領が “君たちは敵との戦
いに勝ったばかりでなく偏見にも勝った ”という賛
辞を贈ったことに表れているように戦後米国人の日
本人に対する見方が変わり、二世たちも自信を得た
のであった。

19世紀末から 21世紀に亘り砂糖産業がもたらし
たハワイ経済のめざましい発展は他でもなく農場に
おける白人支配の社会の下積みに甘んじた多くの日
本人移民の働きに支えられたものであるということ
ができる。
戦後における二世の社会、特に政界への進出によ

り、初めて実力を身に付けた二世によって日本人が
従来の支配階級と肩をならべることができた。日本
の海外移民のさきがけとしてハワイの歴史の中に見
る日本人移民の歴史は移民のケースヒストリーとし
ても他に例を見ないものと私は信じている。
貴館ではこの度新しい企画展示、教育プログラム

を準備中とうかがい、ハワイ、米本土、南米を擁し
たスケールの大きい展示がよりよく理解されるた
めに、現在各セクションにある年表や限られたキャ
プションの他に各地域毎における移民の経緯、時代
（19世紀後半から 21世紀前半、戦後移民等）、移民
先の国における生活を通した日本人の歴史について
の小冊子を作っていただければ一般の日本人および
移民先の国からの来館者の理解に役立つのではない
かと思われる。以前に提案した地域毎のドーセント
（展示解説員）による説明もグループの来館者には適
するのかもしれない。
教育プログラムとして時には各地域の移民につい

て一般向けのレクチャーがあってもよいかと思われ
る。
以上私自身の関係しているハワイの場合によって

の遠慮のない私見ながら、他の地域にも敷衍できる
のではないかと思うままをのべさせていただいた。
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アイリーン･Ｙ・ヒラノ　氏
全米日系人博物館長

カリフォルニア州ロサンゼルスに拠点を置く全米
日系人博物館は、横浜の海外移住資料館の展示およ
び事業についてご支援できたことを大変うれしく思
います。海外移住資料館は北米および南米における
日系人の体験に関する情報提供に関して、すぐれた
お仕事をなさってきました。私たちは、JICAが横浜
にこの重要な資料館を開設されたご努力を賞賛いた
します。私たちは、この資料館が今後日本の人々と
世界のいろいろな国々にいる日系人との間の相互理
解を促進する役割を果たすものと信じております。
アメリカ合衆国は、あらゆる人種と文化を融合し
た世界で最も多様性に富んだ国であります。日系ア
メリカ人は、他の移民グループと同様、アメリカの
国造りに貢献してきました。 1800年代末に始まる
初期の一世の先駆者たちから、今日の四世､ 五世に
いたる物語は、教育的かつ人々の心をゆさぶるもの
があります。海外移住資料館では、日系人の経験を
通してみた南北アメリカの歴史の貴重な俯瞰図を展
示しているとも言えます。
全米日系人博物館は、日米の関係というのは将来
においても重要な関係として続くことと信じており
ます。私たちは、若い世代の日系アメリカ人が自分
たちの祖先と日本について知見を広める機会を与え
られるべきであると確信します。また、日本国民が
海外移住資料館の展示および各種事業を通じて、ア
メリカをはじめいろいろな国々に暮す日系人につい
て学ばれることを希望します。私たちは、このメッ
セージを契機として、日本国民、とりわけ若い人々
がロサンゼルスの全米日系人博物館を訪れ、アメリ
カにおける日系人の足跡をさらに詳しく学ばれるこ
とを希望いたします。
全米日系人博物館としては、今後も海外移住資料
館と力を合せて事業計画および諸活動を展開したい
ものと期待しているところです。

（原文英語から和訳）
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第Ⅶ章　来館者ノートから

青年ボランティアとしてブラジルの日系社会の
中で2年間くらしました。
日本を強く愛し、誇りを持って力強く生きてい
る日系人の皆さんのことを、より多くの人々に
知っていただきたいです。
奈良県　　Ｅ･Ｆ　さん

私達の知らない事が、まだまだ沢山あるんだな
と、とても考えさせられた。日系人のようなき
ずなを今の若者にも大切にしてもらいたい。
鎌倉市　　Ｙ･Ｉ　さん

約 100年前の日本人の勤勉さと苦労の道のりの上に今日の繁栄があ
ることにあらためて考えさせられました。これからも日本人はいか
なる地においても最善をつくすことを確信しました。
移住者の方々のご苦労に感謝しご多幸を祈りたいと思います。
横浜市　　Ｃ･Ａ　さん

日本人移住者がこんなにも多いこと、収容され
ていた歴史etc.　今まで全然知らなかったこと
がたくさんあって驚いた。
様々な人種、文化が混合されていく様子がとて
も興味深かった。
茨城県　　Ｋ･Ｔ　さん

近所の日本語学校の職員ですが、学生たちにも
一度足を運んでもらいたいと思いました。移民
の人たちの記念の品を見ると、どんな気持ちで
海を渡ったのかな、と彼等を非常に身近に感じ
ることができました。
横浜市　　Ｙ･Ｔ　さん

ブラジル移民の一人ですが、アメリカ、アルゼンチン、パラグアイ移
民等コンパクトにまとめられ、ことにブラジル移民は40年前の思い
出、知人が出てきて、感動的なシーンがありました。
若い人たちにも知って戴き、日伯親善の役に立って頂ければと思って
おります。
サンパウロ　Ｓ・Ｍ　さん

すばらしい展示でした。
移民の方の最近のインタビュービデオや港から
移住していった昔の様子を撮ったビデオは特に
貴重で生々しかった。
市内の小・中・高校の子供たちにも多く見学に
来てほしいと思いました。
横浜市　　Ｍ･Ｈ　さん

わかりやすい資料館でした。
今まで（ブラジルで）知らなかった祖父やその
兄弟達の苦労を少しでも勉強できたのではない
かと思います。
よかったです。
東京都　　Ｍ･Ｆ　さん（ブラジル出身）

海外移住資料館は 2002 年 10 月に開館以来、来館者のご感想、ご意見を記入していただくため、「来館
者ノート」を設置しています。これまで約 3万人の入館者のうち、約 6千人の方々がご意見を残してくだ
さいました。ここに、一部分を掲載させていただきました。
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私の両親がブラジルにわたったようすがわかり
ました。
今、父は 87さい、母は 85さいでサンパウロに
住んでいます。
ありがとうございました。
東京都　Ｅ・Ｋ　さん（ブラジル出身）

苦労の歴史に涙する思いです。
それでも日本人としての誇りと生活を忘れられ
なかった努力や、現地に溶け込もうとされた努
力に感服します。
日本人というより地球人としての姿に感動しま
す。
東京都　Ｍ＆Ｋ･Ｗ　さん

日系移住者の方々が、移住先国でも日本の伝統・文化に誇りを持ち、
社会を作り、その国と共生している事に、私自身日本人として誇りを
持てたような気がしました。
新しい見方で、違った角度から日本を発見したような気がしました。
茨城県　Ｓ・Ｎ　さん

祖父母が戦前南洋に移民しておりました。
当時の移民した人たちの精神に触れる事ができ
現代の私たちもまだまだこれからやれるという
力が湧いてきました。
ありがとうございました。
広島県　Ｎ・Ｏ　さん

本当にきれいにできています。
かんどうしました。
ここにおいてあります蓄音機はおじいちゃんの
ものです。
ペルー　Ｍ・Ｔ　さん

日本人移住者がとても多いことに驚きました。
写真で六世までの一族が写っているものがあったが、一見すると多民
族の集まりのように見えるのに、一家族であるということにとても驚
き、このような歴史があることを知れたことが良かった。
茨城県　Ｆ･Ｆ　さん

教科書では学べない事が沢山あって、新しい発
見も有りとてもきょう昧深いものでした。
東京都　Ｈ＆Ｍ･Ａ　さん

まことに感銘深く拝見しました。
もっと若い人たちが見て下さることを希望しま
す。
日本人としての心構えと誇りを持つために！
横浜市　Ｔ＆Ｓ･Ｓ　さん

移民の勇気と努力に感動しました。
困難を乗り越える勇気を与えられた
気がいたします。我が日本人は立派
ですね。
東京都　Ａ･Ｍさん

先駆者のご苦労が偲ばれました。
また、ご苫労の中にも、日本人とし
ての心を持ち続け、次の世代に受け
継がれたことに感銘いたしました。
横浜市　Ｙ･Ｔ　さん
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掲載資料等の版権所有者・機関一覧

機関・個人名 掲載資料番号

株式会社商船三井 3. 50.

外務省外交史料館 8. 9. 13. 14. 17.

同志社大学アメリカ研究科アメリカ研究所 23.

広島市市民局文化スポーツ部文化担当 25.

広島県立文書館 38.

国立国会図書館 37. 39.

横浜開港資料館 45.

Oregon Historical Society（オレゴン歴史協会） 2. 75（3点）．92. 110.

Bishop Museum（ビショップ博物館） 10. 90. 91. 103.

Charles E.Young Research Library, UCLA
（カリフォルニア大学ロサンゼルス校チャールズ・ヤング総合図書館） 27. 71. 82.

Peabody Essex Museum（ピーボディ博物館／ユニフォトプレス） 30.

National Maritime Museum（イギリス国立海事博物館） 31.

Davey and the Hawaii State Archives（ハワイ州立古文書館） 52.

Asociacion Colombo Japonesa（コロンビア日本人会） 69.

Museo Commemorativo de la Inmigración Japonesa en e1 Perú
3点とも出典：La Memoria del Ojo（Jose Watanabe, Amelia Morimoto, Oscar Chambi）
（ペルー日本人移住史料館）

70. 85. 111（Alberto Nabeta）.

Museu Histórico da Imigração Japonesa no Brasil（ブラジル日本移民史料館） 72.

Museu Histórico da Imigração Japonesa do Paraná（パラナ州日本移民史料館） 78.

Fresno County Free Library（フレスノ州立図書館） 83.

Associação Cultural de Tomé - Açu（トメアスー文化協会） 88.

University of Washington Libraries（ワシントン大学図書館） 95.

Kuakini Health System（クアキニヘルスシステム） 104.

阪田　安雄 18（深豊幸）．20. 42.

野上　隼人 32.

藤居　一郎 43. 44.

山田　廸生 51.

半田　知雄 67.

Homer Yasui 74.

小林　恵寿 79.

清水　道子 102.

Kimiko （Saito） Nasu 106.

Barbara F. Kawakami
出典： Barbara Kawakami,–collection, Japanese Immigrant Clothing in Hawaii, 

1855-1941. p.177
（バーバラ　川上）

109.

Familia Takaichi, Silvia Ogura（高市家） 112.

個人　敬称略
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利用案内

開館時間： 10:00～ 18:00（入館は17:30まで）

休 館 日： 月曜日（月曜日が祝祭日の場合は翌日）
 年末年始（12月29日から1月3日）

入 館 料： 無料

団体入館： 当日の入館可能です
  展示場の案内・解説を希望される場合、20名以上で入館さ

れる場合は事前にお申し込みくださるようお願いします

写真撮影：  他の入館者の迷惑にならないよう配慮していただき、ス
ナップ写真、記念写真の撮影は指定した場所のみ可能です

そ の 他： コインロッカー、車椅子の使用可能です
 レストラン（3F）をご利用いただけます

問合せ先： 電話045-663-3257　FAX 045-211-1781
 URL : https://www.jica.go.jp/jomm 



73

交通案内

【電車の場合】
●JR･市営地下鉄桜木町駅から汽車道､ワールドポーターズ､新港サークルウォークを通り徒歩15分
●JR･市営地下鉄関内駅から馬車道経由で徒歩15分
●みなとみらい線馬車道駅からワールドポーターズ方向に徒歩8分

【バスの場合】
●桜木町駅から市営バス「あかいくつバス」で10分､ワールドポーターズ下車､サークルウォークを通り

徒歩3分
●横浜駅東口から市営バス「ぶらり赤レンガBUS」 で15分､ワールドポーターズ下車､サークルウォーク

を通り徒歩3分（土休日のみ運行）

〒231-0001　神奈川県横浜市中区新港2丁目3番1号
TEL：045-663-3257　FAX：045-211-1781
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展示案内執筆者

阪田　安雄
海外移住資料館展示監修者・大阪学院大学名誉教授

中牧　弘允
海外移住資料館展示監修者・国立民族学博物館名誉教授

山本　　匡
海外移住資料館展示監修者

小嶋　　茂
海外移住資料館研究員

福田　直毅
上智大学講師（元海外移住資料館研究員）

城田　　愛
大分県立芸術文化短期大学教員（元海外移住資料館研究員）

海外移住資料館　展示案内

われら新世界に参加す

企画・編集：海外移住資料館
発行：独立行政法人国際協力機構　横浜国際センター
231–0001　横浜市中区新港2丁目3番1号
TEL：045–663–3257
FAX：045–211–1781
https://www.jica.go.jp/jomm 

禁無断転載　Ⓒ2004　海外移住資料館



（2018. 3. 400）

独立行政法人 国際協力機構


	海外移住資料館
	はじめに
	展示のねらい
	目次
	展示場平面図
	導入展示
	ローズ・フェスティバルの野菜山車

	第Ⅰ章　海外移住の歴史
	世界移住マップ
	移住者統計
	時代区分
	Ⅰ期　海外渡航のはじまり
	Ⅱ期　海外出稼ぎのはじまり
	Ⅲ期　定住移民（移殖民）のはじまり
	Ⅳ期　海外移住の中断
	Ⅴ期　戦後移住のはじまり
	年表

	第Ⅱ章　われら新世界
に参加す
	日本人海外移住の文明史的意義
	移住の背景─なぜ海外へ行ったのか
	移住の道のり―どうやって行ったのか
	移住先の風景―どんなところへ行ったのか
	移住者のなりわい―どんな仕事についたのか
	移住者の家庭―どんな暮らしをしたのか
	移住者のきずな― どのようなコミュニティをつくったのか
	移住者たちの語る移住体験　─証言映像より─

	第Ⅲ章　ニッケイ・ライフ・ヒストリー
	第Ⅳ章　日本の中のニッケイ・世界の中のニッケイ
	第Ⅴ章　デジタル移住スペース
	第Ⅵ章　海外移住資料館へのメッセージ
	第Ⅶ章　来館者ノートから
	掲載資料等の版権所有者・機関一覧
	利用案内
	交通案内

